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問

原料には地元産を優先し、国内産のみにこだわ
る。添加物は一切使用せず、すべて手作り。こ
ぶ高菜は、スローフード協会国際本部から希少
な食材として認定されている数少ない伝統野菜
です。

雲仙こぶ高菜漬け（本漬け・浅漬け）、
手作りこんにゃく、梅干し、
雲仙こぶ高菜まんじゅう

農事組合法人守山女性部加工組合
☎38-2641

出荷時期 通年（ただし、浅漬けは11～3月頃）

商品の原材料には、産地が明確に分かるものし
か使用せず、地元産を優先。地元にない原材料
も国内産のみにこだわる。添加物は一切使用せ
ず、すべて手作り。「吾妻みそ」の愛称で親し
まれています。

問農事組合法人吾妻農産加工組合
☎38-6008

問 農事事事事
☎3

だわ
こ

希少
野菜

月頃））））））））））

出荷時期 通年

完熟堆肥・有機質肥料を使用した土作りを基本
としています。花苗にはすべてメリクロン苗を
使用することで、病気にかかりにくく農薬を軽
減。また、検討会や目揃え会で品質の均一化を
図っています。

雲仙スターチス

問雲仙スターチス部会
☎36-0091（ＪＡ島原雲仙愛野支店内）

出荷時期 11月下旬～5月上旬

部会全員がエコファーマーの認定を取得し、環
境保全型農業に努めています。県の農業賞も受
賞。国見町の八斗木地区を中心に長年栽培され
てきた白葱は、県内外を問わず人気の商品とな
っています。

八斗木白葱

問八斗木白葱生産部会
☎78-3963（ＪＡ島原雲仙
　　　　　　  国見地区営農センター内）

出荷時期 通年

土作りを基本とし、減肥やミネラル分の投入な
どを行っています。また、客土した赤土で栽培
することにより、表面が薄赤に色づくのが特徴。
品質向上にも努めていて、首都圏のスーパーな
どでも人気です。

愛の小町（赤土馬鈴薯）
（デジマ、フゲンマル、アイユタカ）

問愛の特選馬鈴薯生産組合
☎36-0091（ＪＡ島原雲仙愛野支店内）

出荷時期 5月上旬～6月上旬、
12月上旬～1月中旬

諌早湾で養殖された牡蠣とアサリは生育がよく、
大型で身入りがよいのが特徴。種苗には産地が
明確な国内産のみを使用し、出荷時に紫外線殺
菌による滅菌作業を行うことで、安全な商品を
提供しています。

瑞穂産牡蠣、瑞穂産アサリ

問瑞穂漁業協同組合
☎77-3139

出荷時期 牡蠣：12月上旬～2月下旬、
アサリ：3月中旬～5月上旬

瑞穂地区の茶農家で生産されているお茶で、県
内でも一番茶の早場地帯として有名。その雲仙
茶の中でも、一番茶、さらにその中の極上茶の
みを雲仙ブランドとして認定しています。その
味と香りをお楽しみください。

雲仙茶
（雲仙茶茶園指定極上、雲仙茶特選極上）

問瑞穂グリーンティルネッサンス
☎77-2203（長田茶園）

出荷時期 通年（ただし、新茶は5月頃から）

完
と
使
減
図

雲

問

出

。

吾妻天塩みそ、吾妻麦みそ、吾妻米みそ、
吾妻合わせみそ、吾妻納豆みそ、
吾妻鉄火みそ、イチゴジャム、柚子こしょう
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橘湾沿岸地域の保存食として昔から伝承されて
います。エタリの塩辛愛好会で味や製法などを
協議し、承認されたもののみを雲仙ブランドと
して認定。スローフード協会国際本部から希少
な食材として認定されています。

エタリの塩辛

問エタリの塩辛愛好会
☎090-5029-2126（事務局：竹下）

出荷時期 通年（ただし、初物は1月頃～）

橘湾の海水と小浜温泉の湯を混ぜ、天日干しで
製造した大変珍しい塩です。天候により製造期
間が左右される天日干しですが、これによって
ミネラルを豊富に含み、まろやかな味の塩がで
きあがります。

塩の宝石

問建洋水産
☎080-1767-0394（代表者：木村）

出荷時期 通年

雲仙ブリは、糖質を用いた飼料を投与しするこ
とで魚の旨みや肉質などの品質向上を図り、ほ
どよい脂質に仕上げて出荷。雲仙トラフグも、
ブドウ糖を用いた自家配合の飼料を与え、元気
で安全なトラフグを育てています。

雲仙ブリ（雲仙ハマチ）、雲仙トラフグ

問雲仙養殖業者会
☎74-3117（橘湾東部漁業協同組合内）

出荷時期 通年

特別な栽培監理により、ネットメロンの品種が
持つ特徴を最大限に引き出したメロン。1個の
大きさが2.5㎏以上で糖度がおおむね17度以上
のものを雲仙ブランドとして認定しています。
とても甘く、贈答用としても人気です。

雲仙グリーンメロン

問

問

雲仙キンショウメロン部会
☎36-1872（販売代理店：山口物産㈱）

出荷時期 6月中旬～7月中旬

平成17年度に県の奨励品種に認定され、翌年
度から本格的に栽培され始めた品種です。食味、
品質、収量は、従来の品種と同等かあるいはそ
れ以上。部会員全員が特別栽培農産物認証基準
で栽培することで安全で安心な米を提供します。

特別栽培米「にこまる」

にこまる生産組合
☎38-2121（ＪＡ島原雲仙
　　　　　　　　　　西部基幹営農センター内）

出荷時期 通年（ただし、新米は10月中旬～）

問

平成20年4月に県の特別栽培農産物の認証を受
け、生産しているじゃがいもで、関西方面のデ
パートでも好評。特に新品種のアイユタカには、
通常のじゃがいもの1.5倍ものビタミンＣが含
まれ、柔らかい肉質に味が良くしみこむと評判。

特別栽培馬鈴薯
（アイユタカ、メークイン、デジマ）

小浜特別生産組合
☎74-9211（ＪＡ島原雲仙小浜支店内）

出荷時期 5月上旬～6月上旬、12月上旬～1月中旬

問

夏場に旬を迎える岩がきは、新しい雲仙の味覚
です。大きなサイズで濃厚な食味は、生でも火
を通してもおいしくいただけます。その味わい
は、まさに「海のミルク」。九州では養殖例が
少なく、希少価値が高い海の宝石です。

雲仙岩がき

雲仙岩がき養殖部会
☎74-3117（橘湾東部漁業協同組合内）

出荷時期 4月中旬～8月下旬

問

スローフード協会国際本部が認定する「味の箱
舟」の中でも、世界的に希少で地域活性化につ
ながるとされる「プレシディオ」に、日本で初
めて認定されました。通常の高菜よりもアクが
少なく、生食にも適しています。

雲仙こぶ高菜（生葉）

雲仙市伝統野菜を守り育む会
☎38-2641（守山女性部加工組合内）

出荷時期 11月下旬～12月下旬

橘湾沿岸地域域域域域域域域

エタリの塩
出荷時期 通

特別栽培米「にこまる」

雲仙ブ雲
とで魚と

雲仙ブ
出荷時
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雲仙ゆめみらい債
購入のご案内

雲仙ゆめみらい債の概要

発 行 額 １億円

募集（購入）期間

期 間 ５年（満期一括償還）
発 行 価 格 額面100円につき100円
発 行 日 12月17日（水）

債権は預金ではありません。したがって、預金保険制度の
対象ではありません。また、投資者保護基金の対象ではあ
りません。
債権のお取引は、クーリング・オフの対象ではありません。
債権の価格は毎日変動しておりますので、売却時期によっ
ては、購入価格を下回り、売却損が生じる場合があります。
利払日や償還日の直前には換金できないことがあります。
市場金利の上昇や発行者の信用状況の悪化により、損失
を被ることがあります。
投資による損失などは、投資者（購入者）に帰属します。投
資の最終決定は、投資者自身で行ってください。

●

●
●

●
●

●

利 払 日 半年毎（６月と12月の17日）

購入限度額 １人または１事業所あたり
10万円から200万円まで（１万円単位）
※購入代金は、購入日に金融機関窓口でお支払いください。

※利払日が取扱金融機関の営業日でないときは、前営業日になります

取扱金融機関 十八銀行の市内各支店
（国見、瑞穂、愛野、小浜、南串山の各支店）

※取扱金融機関の窓口営業時間内に限ります
先着順（総額１億円に達し次第終了）

購入対象者 市内に在住または勤務している人
市内に営業拠点などのある法人

利率・利回り 平成20年11月の国債発行利率などを参考に決定

12月３日（水）～12日（金）

　

広
報
う
ん
ぜ
ん
10
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
市
で
は
12
月
に
住
民
参

加
型
市
場
公
募
債
「
雲
仙
ゆ
め
み
ら
い

債
（
愛
称
）
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

雲
仙
ゆ
め
み
ら
い
債
は
、
市
が
行
う

事
業
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め

に
発
行
す
る
市
債
を
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
市
政
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
事
業
（
小
中
学
校
の

大
規
模
改
造
工
事
や
耐
震
補
強
工
事
）

の
財
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

○
預
金
通
帳

○
印
鑑
（
通
帳
の
届
出
印
）

○
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優
制
度
を
利
用

　

す
る
場
合
は
、
障
害
者
年
金
手
帳
な

　

ど
の
確
認
書
類
が
別
途
必
要
と
な
り

　

ま
す
。

詳
し
く
は
、
取
扱
金
融
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

注意事項（購入前に必ず確認してください）

※写真はイメージです
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雲
仙
ゆ
め
み
ら
い
債　

購
入
の
ご
案
内

誰
で
も
購
入
で
き
ま
す
か

　

市
内
に
お
住
い
の
人
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
購
入

で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
営
業
拠
点

な
ど
が
あ
る
法
人
も
購
入
で
き
ま
す
。

い
く
ら
ま
で
買
え
ま
す
か

　

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
に
来
店
さ
れ

た
人
、
１
人
あ
た
り
２
０
０
万
円
を
限

度
と
し
、
10
万
円
か
ら
１
万
円
単
位
で

購
入
で
き
ま
す
。

満
期
ま
で
の
期
間
と
利
子
の
受

け
取
り
は
ど
う
な
り
ま
す
か

　

償
還
期
間
は
５
年
間
で
、
満
期
ま
で

保
有
す
れ
ば
、
平
成
25
年
12
月
17
日
に

元
金
全
額
が
一
括
し
て
償
還
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
利
子
は
確
定
利
率
に
よ
り
額
面

金
額
に
応
じ
て
、
年
２
回
（
６
月
17
日
、

12
月
17
日
）
支
払
わ
れ
ま
す
。

満
期
前
に
換
金
（
売
却
）
で
き

ま
す
か

　

満
期
前
で
も
、
購
入
し
た
金
融
機
関

に
売
却
し
、
換
金
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
市
場
価
格
が
日
々
変
動

し
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
時
の
価
格
と

売
却
時
の
価
格
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
、

売
却
損
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
満
期
ま
で
保
有
し
て
い
れ
ば
、

額
面
ど
お
り
の
元
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

利
子
は
課
税
さ
れ
ま
す
か

　

受
取
利
子
に
は
、
利
子
所
得
と
し
て

20
％
（
所
得
税
15
％
＋
地
方
税
５
％
）

が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
マ

ル
優
、
特
別
マ
ル
優
制
度
が
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
（
マ
ル
優
、
特
別
マ
ル

優
制
度
に
つ
い
て
は
、
取
扱
金
融
機
関

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

本
人
で
は
な
く
、
配
偶
者
や
子

ど
も
名
義
で
の
代
理
購
入
は
で

き
ま
す
か

　

購
入
の
際
に
は
本
人
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
本
人
以
外
の
名

義
で
の
購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

購
入
手
続
き
に
つ
い
て
も
代
理
人
が
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

雲
仙
ゆ
め
み
ら
い
債
の
購
入
に
あ
た
っ
て

雲仙市の財政状況

財政力指数（％）

雲仙市の平成19年度決算（速報値）と平成18年度の類似団体※の数値を比較しています。

※類似団体…人口と産業構造により全国の市町村を分類した結果、雲仙市と同じグループに
　　　　　　属する市のこと

経常収支比率（％） 実質公債費比率（％）

0.30

雲仙市 類似団体 雲仙市 類似団体 雲仙市 類似団体

0.46 89.8 91.0

15.0
17.7

財政力指数とは、地方公共団
体の財政力を示す指標で、こ
の指数が高いほど自主財源の
割合が高く、財政力が高いこ
とになります。

経常収支比率とは、地方公共
団体の財政の弾力性を示す指
標で、この比率が高いほど財
政構造の硬直化が進んでいる
ことを表しています。

実質公債費比率とは、収入に
対する借金返済の割合を示す
指標で、18％を超えると地方
債発行に県の許可が必要とな
り、25％を超えると発行制限
が加えられるなど、この比率
によって地方債の発行に制約
を受けることになります。

問い合わせ
　市役所　総務部　財政課（☎３８－３１１１）
　十八銀行　プライベートバンキング室（☎０９５－８２７－８１５６）
　十八銀行　雲仙市内各支店（国見、瑞穂、愛野、小浜、南串山）窓口
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成 人 式 の お 知 ら せ

裁 判 員 制 度

平成２１年雲仙市成人式が１月４日（日）午後２時から南串山町のハマユリックスホールで行われます。

【対象】
　昭和６３年４月２日～平成元年４月１日までに
生まれた人で、雲仙市に居住する人または市外に
居住する人で雲仙市成人式に参加を希望する人

̶ 裁判員制度～裁判員に選任されるまで ̶

◆裁判員に選任されるまでの流れ◆

○　平成21年 5月 21日から裁判員制度が始まります。裁判員は、選挙権のある人（衆議院議員選挙人名簿に登録さ
　　れた人）の中から、くじにより無作為に選ばれます。
○　広く国民の参加を得てその良識を裁判に反映させるという裁判員制度の趣旨から、法律上、裁判員になることは義
　務とされています。ただし、国民の皆さまの負担が著しく大きなものになることを回避するため、法律や政令で辞退
　を申し立てることができる事由を定めています。
○　辞退の申し立てに対する判断は、各裁判員候補者の個別事情に応じ国民の皆さまの社会経済生活の実情に沿って適
　切かつ柔軟に、できる限り前倒しで行うことにより、国民の皆さまの負担を軽減することを考えています。
　　名簿記載通知に同封される調査票や選任手続期日のお知らせ（呼出状）に同封される質問票は、裁判員候補者の事
　情を早期にお尋ねすることにより、無用に裁判所にお越しいただくことを避けるためのものです。必ず返送してくだ
　さい。

【送迎バス】
　駐車場には限りがありますので、送迎バスをご利用
ください。なお、利用は事前の申し込みが必要です。

※南串山地区は恐れ入りますが各自ご集合ください。

【申込方法】
　市内に住所を有する人には、案内通知を送付
していますので返信用はがきを投函してください。

【申し込み・問い合わせ】
・教育委員会生涯学習課　　☎38－3111
・　　　〃　　国見駐在　　☎78－1100
・　　　〃　　瑞穂駐在　　☎77－2125
・　　　〃　　吾妻駐在　　☎38－3108
・　　　〃　　愛野駐在　　☎36－0616
・　　　〃　　小浜駐在　　☎74－5501
・　　　〃　　南串山駐在　☎88－3114

長崎地方裁判所島原支部
☎0957-62-3151
長崎地方検察庁島原支部
☎0957-62-2506

【申込締切】
　１１月２８日（金）

地　区

国見地区

瑞穂地区

吾妻地区

愛野地区

千々石地区

小浜地区

乗車場所

国見町文化会館

瑞穂総合支所

吾妻体育館

愛野町公民館

千々石総合支所

小浜総合支所

出発時間

12：15

12：20

12：30

12：40

12：50

13：10

問

10月下旬～11月上旬

6人の裁判員を選任します

裁判員候補者名簿を作成し
ます

11月下旬～12月上旬

調査票とともに名簿記載通
知書を送付します

裁判の当日

裁判所に来ていただき、選
任手続を行います（非公開）

裁判の6週間前まで（原則）

選任手続期日のお知らせ
（呼出状）や質問票を送付
します

平成21年5月21日
裁判員制度開始

事件ごとに名簿の中からく
じで候補者を選びます

就職禁止事由該当者
（裁判員になれない人） 辞退者など

辞退者など辞退者など

● 広報うんぜん
平成20年11月10



住
宅
用
地
分
譲
の
お
知
ら
せ

牛口みなとタウン
区画図

牛口みなと公園 ※分譲区画については、
　平成20年10月１日現在
　のものです。

管
財
課　

財
産
管
理
班（
☎
38-

３
１
１
１
）

問

Ｎ

745番19
地番 面籍 ㎡価格 分譲価格

306㎡（約93坪） 9,404円/㎡ 2,877,624円
745番20 282㎡（約85坪） 9,404円/㎡ 2,651,928円
745番21 321㎡（約97坪） 9,404円/㎡ 3,018,684円
745番22 511㎡（約155坪） 9,672円/㎡ 4,942,392円
745番23 451㎡（約136坪） 9,672円/㎡ 4,362,072円
745番24 451㎡（約136坪） 9,672円/㎡ 4,362,072円
745番25 444㎡（約134坪） 9,730円/㎡ 4,320,120円
745番26 411㎡（約124坪） 9,672円/㎡ 3,975,192円
745番27 389㎡（約118坪） 9,404円/㎡ 3,658,156円
745番28 355㎡（約107坪） 9,404円/㎡ 3,338,420円
745番29 355㎡（約107坪） 9,404円/㎡ 3,338,420円
745番30 363㎡（約110坪） 9,672円/㎡ 3,510,936円
745番31 356㎡（約108坪） 9,672円/㎡ 3,443,232円
745番32 349㎡（約106坪） 9,404円/㎡ 3,281,996円
745番33 349㎡（約106坪） 9,404円/㎡ 3,281,996円
745番34 383㎡（約116坪） 9,404円/㎡ 3,601,732円
745番35 404㎡（約122坪） 9,672円/㎡ 3,907,488円
745番36 438㎡（約132坪） 9,672円/㎡ 4,236,336円
745番37 412㎡（約125坪） 9,404円/㎡ 3,874,448円
745番38 423㎡（約128坪） 9,404円/㎡ 3,977,892円
745番39 410㎡（約124坪） 9,404円/㎡ 3,855,640円
745番40 315㎡（約95坪） 9,672円/㎡ 3,046,680円

１

１

２

２

３

３

４

４

５

５

６

６

７

７

８

８

９

９

10

10

11

11

12

12

13

13

14

14

15

15

16

16

17

17

18

18

19

19

20

20

21

21

22

22

【分譲住宅用地一覧】

●所在／雲仙市吾妻町牛口名字牛口●地目／雑種地●用途地域／都
市計画区域外、用途指定なし●電気／九州電力●ガス／各戸プロパ
ン●上水道／市営●下水道／公共下水道●交通／島原鉄道吾妻駅
（徒歩５分）、島鉄バス雲仙市役所前バス停（徒歩10分）●道路／
アスファルト舗装（幹線道路９ｍ、区画道路６ｍ）●教育施設（校
区）／市立大塚小学校（徒歩15分）、市立吾妻中学校（徒歩10分）
●その他／公園に隣接

　

市
で
は
、
牛
口
み
な
と
タ
ウ
ン

の
一
般
分
譲
（
第
２
回
申
し
込
み

受
付
）
を
行
い
ま
す
。
各
区
画
ご

と
に
買
主
を
決
定
し
、
申
し
込
み

が
複
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

申
し
込
み
受
付
期
間

　

11
月
４
日（
火
）〜
28
日（
金
）

　

※
個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

※
土
、日
、祝
日
は
受
付
を
行

　
　

い
ま
せ
ん
。

受
付
場
所

　

雲
仙
市
役
所　

管
財
課

申
し
込
み
方
法

○
本
人
ま
た
は
委
任
さ
れ
た
人（
委

任
状
が
必
要
）が
、受
付
期
間
内
に

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

受
付
場
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。た
だ
し
、次
の
申
し
込
み
は
無

効
と
な
り
ま
す
の
で
、十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

１
．虚
偽
の
申
し
込
み

　

２
．郵
送
ま
た
は
電
送
に
よ
る

　
　
　

申
し
込
み

○
連
名
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

は
、代
表
者
を
選
任
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
資
格

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
個
人

ま
た
は
法
人
と
し
ま
す
。

○
分
譲
代
金
の
支
払
い
が
で
き
る

　

も
の

○
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保

　

佐
人
ま
た
は
破
産
者
で
な
い
も

　

の

○
市
町
村
税
の
未
納
が
な
い
も
の

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
管
財
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
に
あ
る
「
牛
口

み
な
と
タ
ウ
ン
分
譲
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
管
財
課
財

産
管
理
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

済

済

済

済

済

済

済

済

第
２
回
募
集
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UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

　平成20年度長崎県卓球選手権大会（高校の
部）が、9月15日に県立総合体育館で行われ、
中村みずきさん（小浜中学校）が、女子シン
グルス第3位に入り、平成21年1月13日～
18日に東京で行われる全日本卓球選手権大会
（一般・ジュニアの部）に出場します。
　また、平成20年度長崎県卓球選手権大会（中
学の部）が、9月20、21日に同体育館で行われ、
以下の成績を収めた選手たちは、11月22日～
24日に宮崎県で行われる全日本卓球選手権大
会（カデットの部）に出場します。

【男子】
ダブルス　優　勝　平野晃生（平野クラブ、小浜小6年）

　　　　・他市の選手
　　　　　　準優勝　平野太智・中村智也（小浜中2年）
シングルス　準優勝　中村智也（小浜中2年）
【女子】
ダブルス　準優勝　金子茉那美・中嶋ありさ
　　　　　　　　　　（小浜中2年）
シングルス　優　勝　本多史奈（小浜中1年）

長
崎
県
卓
球
選
手
権
大
会

日
ご
ろ
の
成
果
を
出
し
切
り
、全
国
大
会
へ

経過を報告します
雲仙市公立保育所のあり方を考える委員会

　第3回雲仙市中体連駅伝大会が、10月8日、
諫早市の県立総合運動公園陸上競技場におい
て、南島原市と合同で行われました。
　市内8つの中学校から、男子11チーム、女
子12チームが参加し、日ごろの練習の成果を
競い合いました。
　この大会の男女それぞれ上位2チームが、雲
仙市代表として11月11日に同会場で行われ
る県大会に出場します。

【男子】　第1位　国見中学校　1時間06分37秒
　　　　　　　　　　　　　　   （大会新記録）
　　　　 （高橋、馬場、尾下、中田、松永、横田）
　　　　第2位　千々石中学校　1時間08分30秒
　　　　第3位　国見中学校B　1時間09分45秒
【女子】　第1位　南串中学校　　　45分45秒
　　　　（松田、川内、春日、村田、大村）
　　　　第2位　千々石中学校　　  46分44秒
　　　　第3位　瑞穂中学校　　　47分06秒

第
3
回
雲
仙
市
中
体
連
駅
伝
大
会

み
ん
な
の
思
い
を
た
す
き
に
込
め
て 交流センターがオープンしました

雲仙Eキャンレッジ

　長崎大学と県環境部、雲仙市は、お互いに連携し、地
域の活性化に関する取組みを進めていますが、その交流
拠点として、10月3日に小浜バスターミナル内に「雲
仙Eキャンレッジ交流センター」を開所しました。

　当日は、長崎
大 学、長 崎 県、
奥村市長による
看板除幕式や記
念講演会も行わ
れました。

後左から中村（智）くん、 平野（太）くん、 平野（晃）くん
前左から中村（み）さん、 本多さん、 中嶋さん、 金子さん

土黒保育所を視察する委員の皆さん

力強い走りを見せる選手たち
除幕式の様子

　公立保育所の経営について運営の効率化を図り、保育
サービスの向上および子育て支援施策の充実を図るため
の方策を検討する「雲仙市公立保育所のあり方を考える
委員会」も協議を重ね、4回目の会議が終了しました。
9月には市立土黒保育所や国見地区の私立保育所の視察
も行い、公立、私立の違いなどについて協議しました。

　今後も協議を行い、
来年2月ごろまでに、
諮問に対する答申書
を市に提出する予定
です。

● 広報うんぜん
平成20年11月12



●ホットなニュースと市からのお知らせ

たくさんのご寄附　ありがとうございます
ふるさと納税

雲仙市から南串山町の2地区が認定地区に
長崎県のだんだん畑10選

　英国チェルシーフラワーショーで3年連続ゴールドメダルを受賞
した、ランドスケープ・アーティストの石原和幸さんを「雲仙市緑
のプロデューサー」として委嘱しました。
　雲仙市における、花・植物を生かした美しいまちづくりの推進に
向け、協力していただきます。

雲
仙
市
緑
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

石
原
和
幸
さ
ん
に
委
嘱

件　　数
合計金額

39件
2 , 0 5 1 , 0 0 0円

市長に報告をする吉田さん（左）と増田さん（右）

市長から委嘱状が手渡されました

　5月1日に始まった『ふるさと納税』では、
全国各地の皆さまから多くの寄附をいただき、
心から感謝申し上げます。
　改めて皆さまのふるさとに対する熱い思い
を感じるとともに、皆さまの意思を反映させ、
雲仙市の発展のために有効に活用させていた
だきます。
　今後とも、雲仙市の応援団として、地域を
超え、世代を超え、ご支援いただきますよう
心からお願い申し上げます。

　「雲仙市を応援したい」「雲仙市のために何かしたい」という思いを “ふるさ
と納税（寄附金）” という形でお寄せいただいています。
　このような思いを持たれた市外在住のご子息、ご令嬢、兄弟、姉妹、親族、
友人、知人を紹介してください。

政策企画課企画調整班（担当：松尾、前田）
☎38-3111　FAX38-3514　
ホームページhttp://www.city.unzen.nagasaki.jp

　長崎県では、中山間部の畑作地区で農山村の景観維持や農業土木技術
の継承などに取り組んでいる県内の12地区を「長崎県のだんだん畑10
選」として認定し、雲仙市内からは、南串山町辺木・小竹木地区と椎木
川地区が認定されました。
　この制度は、県民に広く中山間地域の畑作地区に対する理解を深めて
もらい、都市と農村の交流を推進しようと企画されたものです。認定さ
れた地区には、地域の保全整備や伝統芸能に対して「長崎県中山間ふる
さと活性化基金」からの助成があります。
　9月10日に大村市で行われた認定式には、辺木・小竹木地区代表の吉田竹則さん（小竹木自治会長）と椎木川地区代表
の増田知宏さん（椎木川自治会長）が出席し、認定証が授与されました。その後、千々石総合支所3階において、奥村市
長へ認定の報告を行いました。

（申込受付順）
これまでの合計

ふるさと雲仙市の応援団を募集しています

9月中に寄附をいただいた皆さま（承諾していただいた項目のみ掲載）

（9月末現在）

氏　　名
金　澤　　ー　様
下　村　　弘　様

住所（所在地）
川棚町
東京都

出身町
小浜町
瑞穂町

金額
ー　　 円
ー　　 円

問い合わせ、申し込み

13● 広報うんぜん
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　全国的に児童虐待に関する相談件数は依然として増加
しており、特に子どもの生命が奪われるような重大な事
件が発生するなど、大きな課題となっています。
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときは、連
絡（通告）してください。連絡（通告）した人の秘密は
法律で守られています。また、出産や子育てに悩んでい
たら、迷わずにに相談してください。

《雲仙市家庭ホットライン》
《 雲 仙 市 家 庭 相 談 室 》

☎０１２０－９２８－４７１
☎０９５７－３６－２５００（内線２２）

11月は児童虐待防止推進月間です。

し
つ
け
の
つ
も
り
…

　

「
児
童
虐
待
防
止
法
」
の
解
釈
で

は
、
『
虐
待
の
定
義
は
あ
く
ま
で
も

子
ど
も
側
の
定
義
で
あ
り
、
親
の
意

図
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
親
は
い
く

ら
一
生
懸
命
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
子

を
か
わ
い
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
子

ど
も
側
に
と
っ
て
有
害
な
行
為
で
あ

れ
ば
虐
待
で
あ
る
』
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
虐
待
の
種
類
】

◆
身
体
的
虐
待

　

首
を
絞
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

屋
外
へ
閉
め
出
す
な
ど
の
ほ
か
、
殴

る
、
蹴
る
な
ど
の
児
童
の
身
体
に
外

傷
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
暴
行
を
加

え
る
こ
と
。

◆
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
怠
慢・拒
否
）

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
病
院
に
連
れ

て
行
か
な
い
、
児
童
の
み
を
家
に
残

し
て
外
出
す
る
、
子
ど
も
の
意
に
反

し
て
登
校
さ
せ
な
い
な
ど
、
子
ど
も

の
健
康
・
安
全
へ
の
配
慮
を
怠
っ
て

い
る
こ
と
。
ま
た
、
適
切
な
食
事
を

与
え
な
い
、
衣
服
が
不
潔
な
ま
ま
で

あ
る
な
ど
、
食
事
・
衣
服
・
住
居
な

ど
に
対
し
不
適
切
ま
た
は
無
関
心
、

怠
惰
で
あ
る
こ
と
。

◆
性
的
虐
待

　

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る

こ
と
。
ま
た
は
、
わ
い
せ
つ
な
行
為

を
さ
せ
る
こ
と
。

◆
心
理
的
虐
待

　

子
ど
も
を
無
視
す
る
、
言
葉
に
よ

る
脅
し
、
心
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
繰

り
返
し
言
う
、
兄
弟
姉
妹
と
の
差
別

な
ど
、
児
童
に
対
す
る
暴
言
ま
た
は

拒
絶
的
な
対
応
を
と
る
こ
と
。
ま
た
、

児
童
の
前
で
配
偶
者
に
対
す
る
暴
力

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
を
行
う
こ
と
も
心
理
的
虐
待
と

な
る
。

虐
待
が
続
く
と
…

　

虐
待
の
つ
も
り
が
な
く
て
も
、
子

ど
も
の
意
思
に
反
し
て
、
日
常
的
に

前
記
の
よ
う
な
行
為
が
続
い
た
場
合
、

子
ど
も
に
次
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。

【
子
ど
も
の
様
子
】

○
不
衛
生
、
栄
養
失
調
、
不
自
然
な

　

打
撲
傷
や
あ
ざ
が
み
ら
れ
る

○
表
情
が
乏
し
く
、
無
表
情
や
凍
り

　

つ
く
よ
う
な
視
線
で
あ
た
り
を
う

　

か
が
う

○
体
の
傷
や
家
族
の
こ
と
に
関
し
て

　

不
自
然
な
答
え
が
多
い

○
大
人
に
大
し
て
執
拗
に
甘
え
る
、

　

ま
た
は
警
戒
心
が
強
い

○
他
者
に
対
し
て
乱
暴
で
攻
撃
的

○
自
分
で
自
分
の
身
体
を
傷
つ
け
る

○
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

○
他
人
と
関
係
を
持
つ
こ
と
が
苦
手
で
、

　

わ
ざ
と
嫌
わ
れ
る
よ
う
な
行
動
を

　

と
る

○
無
気
力
で
、
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ

　

も
っ
た
り
、
集
中
で
き
な
い

○
動
物
を
虐
待
す
る

児
童
虐
待
（
疑
い
）
と
判
断

さ
れ
た
場
合
…

　

児
童
虐
待
（
ま
た
は
そ
の
疑
い
が

あ
る
）
の
通
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

実
態
調
査
や
必
要
に
応
じ
て
訪
問
、

面
接
を
行
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
を

も
と
に
虐
待
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

関
係
機
関
な
ど
を
通
じ
て
助
言
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場

合
は
、
「
長
崎
子
ど
も
・
女
性
・
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
（
旧
児
童
相

談
所
）
へ
※

送
致
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー

の
判
断
に
よ
り
『
訪
問
・
面
接
に
よ

る
助
言
指
導
』
『
緊
急
一
時
保
護
』

『
児
童
の
施
設
入
所
』
な
ど
の
措
置

が
と
ら
れ
ま
す
。

※
送
致
…
緊
急
性
が
あ
る
場
合
や
対

　

応
に
つ
い
て
困
難
な
場
合
、
ケ
ー
ス

　
（
事
例
）
対
応
を
セ
ン
タ
ー
（
旧
児
童

　

相
談
所
）へ
移
管
す
る
こ
と

【
問
】

　

福
祉
課　

児
童
家
庭
班

　
　
　
　
　
　

☎
（
36
）
２
５
０
０
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振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

今
年
の
１
月
か
ら
８
月
に
全
国

で
振
り
込
め
詐
欺
に
あ
っ
た
被
害

総
額
は
約
２
１
４
億
円
に
も
上
り
、

前
年
同
時
期
と
比
べ
て
１
．
４
倍

と
過
去
最
悪
の
被
害
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

雲
仙
市
内
で
も
被
害
に
あ
っ
た

人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
市
に

も
「
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
が
郵
送
さ

れ
て
き
た
」
「
社
会
保
険
庁
職
員

を
装
っ
て
、
保
険
料
の
還
付
金
が

支
払
わ
れ
る
な
ど
と
語
り
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
誘
導
す
る
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
」
な
ど
と
い
う
報
告
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利

用
せ
ず
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
か
ら
小
包
で
現
金
を
送
付
さ

せ
る
、
送
付
詐
欺
と
呼
ば
れ
る
手

口
に
よ
る
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

請
求
に
疑
問
を
感
じ
た
ら
、
市

民
課
消
費
生
活
相
談
窓
口（
☎
38-

３

１
１
１
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
出
前
講
座

　

悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害
を
未
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
防
ぐ
た
め
、
市
民
課
の
職
員
が

出
向
き
、
消
費
生
活
講
座
を
行
い

ま
す
。
自
治
会
や
老
人
会
、
婦
人

会
な
ど
、
各
種
団
体
の
会
合
時
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

○
市
内
で
発
生
し
て
い
る
悪
徳
商

　

法
の
紹
介

○
被
害
に
あ
っ
た
時
の
対
処
方
法

○
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映　

な
ど

【
所
要
時
間
】
60
分
〜
90
分

【
申
し
込
み
方
法
】

　

開
催
予
定
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
、
市
民
課
市
民
生
活
班
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　

市
民
課　

市
民
生
活
班

　

（
☎
38-

３
１
１
１
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

女
性
の
人
権
問
題
（
職
場
で
の

差
別
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
）
の
相
談
に
応
じ
る
電

話
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
は
法
務
局
職
員
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員
が
担
当
し
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
日
時
】

　

11
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
22
日（
土
）と
23
日（
日
）

は
午
前
10
〜
午
後
５
時

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

　

ま
た
、
長
崎
地
方
法
務
局
で
は
、

日
ご
ろ
か
ら
人
権
に
関
わ
る
問
題

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

長
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
９
５-
８
２
０-

５
９
８
２
）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　

10
月
１
日
付
け
で
新
し
く
人
権

擁
護
委
員
と
な
ら
れ
た
中
峰
富
男

氏
に
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
状
が
届
き
、

10
月
６
日
に
長
崎
地
方
法
務
局
諫

早
支
局
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　

長
崎
県
で
は
、
人
権
・
同
和
問

題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
を

「
長
崎
県
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
」と
定
め
、県
内
各
地
で
講
演
会

や
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

稲本相談委員（国見町）国見総合福祉センター
11月４日（火）、12月１日（月） 9:00～12:00

　国の行政機関などの業務への苦情、相談や要望はあ
りませんか。相談は無料です。

行
政
相
談
日
程城相談委員（瑞穂町）瑞穂町公民館

11月４日（火）、12月１日（月） 9:00～12:00

荒木相談委員（吾妻町）吾妻老人憩の家
11月４日（火）、12月３日（水）13:30～16:00

田尻相談委員（愛野町）愛野保健福祉センター
11月21日（金）、12月19日（金）13:30～16:00

町田相談委員（千々石町）千々石総合支所相談室
11月10日（月）、12月８日（月）13:00～16:00

中村相談委員（小浜町）小浜総合支所２階第２会議室
11月４日（火）、12月２日（火）13:00～16:00

茂相談委員（南串山町）南串山総合支所　別館第一会議室
11月11日（火）、12月９日（火）13:00～15:00

日
程
や
時
間
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
各
総
合
支
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

〜
市
民
課
だ
よ
り
〜

消費生活出前講座のようす

新しく人権擁護委
員となられた中峰
富男さん（瑞穂町）

○第６回ながさき人権講座
　11月６日（木）19:00～　佐々町文化会館
　11月７日（金）９:30～　 川棚町公会堂
　11月８日（土）14:00～　活水女子大学東山手キャンパス
○ながさき駅前人権講座
　「共に生きる」ということ
　11月15日（土）13:30～  県人権教育啓発センター

【問】長崎県人権教育啓発センター
　　　☎095-826-2585
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政策企画課　企画調整班（☎38-3111）問

島原半島各地で見られる地質遺産
島原半島ジオパーク推進協議会№7

　地球の営みの様子を観察できる場所を「ジオサイト」といいます。島原半島には、火山活動や断層運動な
どに関係するたくさんのジオサイトがあります。

　千々石断層は、東西方向に伸び、
南側の地面が落ち込むような動き
をする活断層です。鉢巻山や吾妻
岳の南側の急斜面、田代原の盆地
はこの動きによってできました。
千々石展望所から眺めると、海岸
から山側へ伸びる活断層の崖を風
景の中で確認することができます。
　活断層は、火山と同様に地球の
活発な動きを示す重要な地質遺産
です。

【千々石断層（雲仙市）】
̶風景の中にある活断層̶

日本代表に
「島原半島ジオパーク」

決定
　10月20日に日本のジオパークの審査機関である日本ジオパーク委員会
が開かれ、「島原半島ジオパーク」は、日本ジオパーク国内第1号に認定
されるとともに、世界ジオパーク（GGN）へ申請されることとなりまし
た。各種審査を経て、早ければ来年秋にも登録されるかどうかが決まりま
す。
　今回GGNへの申請が決定された地域は、今年7月に申請書を提出した5
地域のうち、島原半島、洞爺湖・有珠山（北海道）、糸魚川（新潟県）の
3地域です。
　今後は、GGNへの英文で作成した申請書の提出、またGGNの現地視察
などが実施されることとなり、いよいよ世界への挑戦が始まります。
　「島原半島ジオパーク」を構成する雲仙市、島原市、南島原市の3市は、
これまで以上に強力なスクラムを組んで、世界ジオパーク認定に向け、さ
まざまな推進活動を続けていきます。
　今後とも、市民の皆さまの一層のご理解とご支援をお願いします。

　島原大変(1792年)は、1990年
に始まった雲仙普賢岳噴火災害と
は異なる種類の災害で、噴火活動
の推移や城下町が復興していく過
程の詳細な記録も残されており、
平成の噴火とともにとても重要な
火山活動です。
　有明海に流れ込んだ土砂は、九
十九島と呼ばれる無数の小島をつ
くりました。

【九十九島（島原市）】
̶日本最大の火山災害のなごり̶

　島原の乱（1637年）の時に、一
揆軍が篭城したことで知られてい
る原城跡も重要な地質遺産の一つ
です。
　原城跡は、標高30mほどの高台
にあります。この地形は、約9万
年前に起こった阿蘇山の噴火で阿
蘇から海を渡って流れてきた火砕
流によってできています。

【原城跡（南島原市）】
̶世界遺産候補は地質遺産̶

● 広報うんぜん
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雲仙市内の農漁業者に対して、市独自の
原油高騰緊急特別対策事業を実施します。

雲
仙
市
原
油
高
騰
緊
急
特
別

対
策
事
業（
交
付
金
）

　

近
年
の
原
油
高
騰
が
市
内
農
業
者
の
経

営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
経
営
安

定
化
を
図
る
た
め
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
交
付
対
象
者
】

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
専
業
農
家
ま
た

は
市
が
認
定
し
た
認
定
農
業
者
（
た
だ
し
、

１
世
帯
か
ら
申
請
で
き
る
の
は
１
人
）

※
専
業
農
家
と
は
、
全
収
入
が
農
業
収
入
の

　

み
で
、世
帯
員
の
中
に
農
業
以
外
に
就
業（
年

　

収
15
万
円
以
上
従
事
）
し
て
い
る
兼
業
従

　

事
者
が
１
人
も
い
な
い
農
家
。
た
だ
し
、

　

一
時
所
得
を
除
く
農
業
以
外
の
収
入
が
、

　

総
収
入
の
50
％
以
上
で
あ
る
場
合
は
対
象
外
。

【
交
付
対
象
農
地
】

　

市
農
業
委
員
会
の
農
家
台
帳
に
記
載
し

て
い
る
農
地
（
耕
作
放
棄
地
は
除
く
）

【
基
準
日
】
平
成
20
年
11
月
１
日
現
在

【
交
付
額
】

　

交
付
対
象
農
地
面
積
10
ａ
あ
た
り
６
千

５
０
０
円
以
内
（
交
付
限
度
額
65
万
円
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

交
付
金
交
付
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類

を
市
役
所
農
林
水
産
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
申
請
書
の
様
式
は
、
農
林
水
産

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
に
あ

り
ま
す
）

※
専
業
農
家
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い

【
受
付
期
間
】

　

11
月
４
日
（
火
）

　
　
　

〜
平
成
21
年
３
月
31
日
（
火
）

雲
仙
市
農
林
水
産
ゆ
め
み
ら
い
事
業

◆
施
設
園
芸
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推
進
対
策

【
対
象
者
】

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

○
５
戸
以
上
の
農
業
団
体
（
た
だ
し
、
認

　

定
農
業
者
は
２
戸
以
上
で
も
可
）

○
雲
仙
市
農
業
振
興
協
議
会
の
審
査
を
受

　

け
、
適
当
と
認
め
ら
れ
た
も
の

【
対
象
経
費
】

○
従
来
よ
り
保
温
性
が
優
れ
た
被
覆
資
材

　

（
二
重
、
三
重
カ
ー
テ
ン
な
ど
）

○
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
装
置
農
業
用

　

（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
循
環
扇
な
ど
）

【
補
助
率
】

　

当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
５
分
の
２

以
内
（
補
助
金
限
度
額
３
０
０
万
円
）

◆
耕
種
・
畜
産
の
連
携
に
よ
る
循
環
型
農

　

業
の
推
進
対
策

【
対
象
者
】

○
10
戸
以
上
の
農
業
団
体

【
対
象
経
費
】

○
市
内
の
畜
産
農
家
（
堆
肥
生
産
組
合
な

　

ど
）
が
生
産
し
、
県
に
登
録
さ
れ
た
堆

　

肥
の
費
用

【
補
助
率
】

　

堆
肥
購
入
費
用
の
３
分
の
１
以
内

【
申
し
込
み
方
法
】

　

補
助
金
交
付
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類

を
市
役
所
農
林
水
産
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
（
申
請
書
の
様
式
は
、
農
林
水
産

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
に
あ

り
ま
す
）

【
受
付
期
間
】

　

10
月
１
日
（
水
）

　
　
　

〜
平
成
21
年
３
月
31
日
（
火
）

漁
業
用
燃
油
高
騰
緊
急
特
別

対
策
事
業

　

燃
油
の
高
騰
が
漁
業
経
営
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
用

Ａ
重
油
の
使
用
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

○
橘
湾
東
部
漁
協
、
瑞
穂
漁
協
、
国
見
漁

　

協
、
有
明
漁
協
多
比
良
支
所
の
い
ず
れ

　

か
に
所
属
す
る
正
組
合
員

○
10
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
す

　

る
も
の

※
た
だ
し
、
同
一
世
帯
に
本
事
業
の
申
請
を

　

し
て
い
る
も
の
が
ほ
か
に
い
な
い
こ
と
。

【
補
助
額
】

　

10
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日
使
用

分
の
Ａ
重
油
に
対
し
、
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た

り
10
円
以
内

【
補
助
限
度
額
】

　

１
隻
あ
た
り

○
沿
岸
漁
業
者　

10
万
円

○
沖
合
漁
業
者　

１
０
０
万
円

○
加
工
場
、
の
り
等
施
設　

50
万
円

【
申
請
方
法
】

　

各
漁
協
で
重
油
を
取
り
扱
っ
て
い
る
場

合
は
、
各
漁
協
で
取
り
ま
と
め
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
市

内
販
売
店
取
扱
の
Ａ
重
油
の
み
を
補
助
対

象
と
し
、
各
個
人
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
の
様
式
は
農
林
水
産
課
、
各
総

合
支
所
産
業
建
設
課
、漁
協
に
あ
り
ま
す
）

肥
料
･
燃
油
高
騰
対
応
緊
急

対
策
事
業

　

燃
油
お
よ
び
化
学
肥
料
の
価
格
が
大
幅

に
高
騰
す
る
中
、
燃
油
の
使
用
量
お
よ
び

化
学
肥
料
の
施
肥
量
の
低
減
に
資
す
る
取

り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
コ

ス
ト
型
の
農
業
生
産
体
系
へ
の
構
造
転
換

を
促
進
し
、
農
業
経
営
の
体
質
強
化
を
図

る
た
め
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
施
設
園
芸
用
燃
油
の
使
用
量
ま
た
は
化

　

学
肥
料
の
施
肥
量
を
２
割
以
上
低
減
す

　

る
３
戸
以
上
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ

【
対
象
経
費
お
よ
び
助
成
率
】

○
燃
油
費
ま
た
は
肥
料
費
の
本
年
度
と
前

　

年
度
の
差
額
分
の
７
割

※
計
画
書
作
成
が
11
月
20
日
ま
で
に
な
っ
て

　

い
ま
す
。
事
業
の
ご
相
談
は
11
月
14
日
ま

　

で
に
市
役
所
農
林
水
産
課
ま
で
お
願
い
し

　

ま
す
。

問 農林水産課（☎38-3111）

国
の
原
油
高
騰
に
対
す
る

緊
急
対
策
事
業
に
つ
い
て
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防
災
体
制
に
つ
い
て

▼
市
民
課　

①
防
災
行
政
無
線
の
整

備
。
旧
6
町
の
老
朽
化
し
た
屋
外
の

防
災
無
線
を
整
備
し
、
災
害
な
ど
の

緊
急
時
に
市
内
全
域
一
斉
放
送
を
可

能
と
し
ま
す
。
昨
年
度
は
、
小
浜
・

愛
野
、
今
年
度
は
瑞
穂
、
来
年
度
は

吾
妻
、
22
・
23
年
度
で
国
見
・
千
々

石
、
24
年
度
で
各
種
警
報
装
置
の
整

備
を
行
い
ま
す
。
屋
内
の
戸
別
受
信

機
は
、
今
年
度
、
吾
妻
と
千
々
石
地

区
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
市
内
全
世

帯
の
配
備
を
完
了
さ
せ
ま
す
。

②
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
。（
詳
細

は
、
広
報
う
ん
ぜ
ん
10
月
号
2
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

③
防
災
マ
ッ
プ
を
全
世
帯
に
配
布
。

（
詳
細
は
、
広
報
う
ん
ぜ
ん
10
月
号

16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

④
消
防
施
設
の
整
備
充
実
。
昨
年
度
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
2
台
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
を
1
台
、
防
火
水
槽
を

1
基
、
消
防
詰
所
を
2
棟
整
備
し
ま

し
た
。
消
防
車
両
は
、
逐
次
最
新
型

の
車
両
へ
と
交
換
し
消
防
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

▼
清
水　

国
見
の
神
代
長
浜
か
ら
瑞

穂
の
西
郷
に
か
け
て
の
国
道
防
波
堤

を
、
潮
が
越
え
て
来
る
の
で
、
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
を
か
さ
上
げ
で
き
ま
せ
ん

か
。

▼
事
務
局　

国
道
2
5
1
号
線
は

県
が
管
理
す
る
道
路
に
な
り
ま
す
の

で
、
道
路
災
害
の
防
除
事
業
と
し
て
、

毎
年
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
未

だ
採
択
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

▼
市
長　

長
浜
の
災
害
防
除
工
事
は

ず
っ
と
県
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

た
だ
過
去
に
同
じ
国
道
で
、
南
串
山

か
ら
加
津
佐
に
向
か
う
道
路
で
、
人

命
が
亡
く
な
っ
て
ま
す
。
そ
の
事
実

が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
も
管
理
責
任

者
と
し
て
、
今
は
、
そ
ち
ら
の
方
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
国
見
地
区
も
早

急
に
改
良
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
、
吾
妻
の
浜
の
田
海
岸
は
高

潮
対
策
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
は
人
家
が
あ
り
ま
す
の
で
、

県
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

▼
清
水　

伊
古
自
治
会
の
防
火
水
槽

に
有
刺
鉄
線
を
取
り
付
け
て
も
ら
い

た
い
。

▼
市
民
課　

伊
古
自
治
会
に
は
地
上

式
の
防
火
水
槽
が
3
カ
所
あ
り
ま
す

が
、
有
刺
鉄
線
の
柵
を
作
る
こ
と
は
、

消
防
活
動
時
や
市
民
が
負
傷
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
有
刺
鉄
線
を

使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
安
全
対

策
が
不
備
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
防
火
水
槽
の
形
態
が
洗
い
場

な
ど
地
域
の
慣
習
で
使
用
さ
れ
て
い

た
経
緯
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
ま

す
。

▼
竹
田　

山
間
部
の
住
居
の
裏
山
の

雑
木
が
大
木
に
な
り
、
手
に
負
え
ま

せ
ん
。
災
害
が
起
き
る
前
に
専
門
家

に
よ
る
伐
採
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

▼
市
民
課　

一
番
肝
心
な
こ
と
で
す

が
、
市
の
防
災
対
策
は
市
民
の
生
命

財
産
を
守
る
事
が
目
的
で
あ
り
ま
す

が
、
市
民
所
有
の
財
産
の
管
理
を
行

う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
財
産
管
理
を
し
て
い
く
こ
と

は
無
理
な
こ
と
で
す
の
で
、
個
人
財

産
で
あ
れ
ば
管
理
責
任
と
い
う
面
で
、

や
は
り
ご
本
人
に
お
い
て
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
市
内
に
は
大
木

を
伐
採
で
き
る
業
者
や
森
林
組
合
な

ど
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
竹
田　

自
分
の
山
を
伐
採
す
る
時

は
自
分
で
負
担
し
ま
す
が
、
人
の
山

を
お
願
い
し
て
伐
採
し
て
も
ら
う
場

合
は
、
市
か
ら
補
助
は
あ
る
ん
で
す

か
。

▼
市
民
課　

民
間
対
民
間
の
場
合
、

ど
う
し
て
も
市
の
補
助
制
度
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ご
相
談
に
は
十
分
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

▼
竹
田　

消
防
団
に
も
A
E
D
講

習
を
行
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

▼
市
民
課　

消
防
団
員
の
職
務
上
、

救
急
処
置
を
行
う
機
会
が
十
分
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
消
防
署
の
講
習
会

を
受
講
す
る
よ
う
各
分
団
に
お
願
い

し
て
い
き
ま
す
。
市
で
は
、
20
年
度

に
公
共
施
設
や
小
中
学
校
に
も

A
E
D
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
消

防
署
に
お
い
て
も
、
団
体
の
要
望
が

あ
れ
ば
講
習
に
出
て
い
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※
A
E
D　

心
臓
が
痙
攣
し
て

　

血
液
が
上
手
く
回
ら
な
い
時
に
電

　

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
元
に
戻
す

　

医
療
機
器
。
取
り
扱
い
方
は
、
機

　

械
自
体
が
音
声
で
指
示
す
る
た
め
、

　

一
般
の
人
も
十
分
使
え
る
よ
う
に

　

な
っ
て
い
る
。

消
防
団
員
の
確
保
が
難
し
い

▼
佐
藤　

消
防
団
員
は
、
住
ま
い
か

職
場
か
ど
っ
ち
か
が
町
内
に
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
愛

野
で
は
若
い
人
た
ち
が
結
婚
し
て
市

外
に
引
っ
越
し
て
行
く
こ
と
が
増
え

て
き
た
の
で
、
新
た
に
入
れ
る
の
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

▼
市
長　

住
ま
い
も
職
場
も
市
内
に

な
い
な
ら
、
緊
急
時
に
駆
け
つ
け
る

と
い
う
こ
と
は
難
し
い
で
す
か
ら
、

市
民
が
期
待
す
る
役
目
と
い
う
の
を

果
た
し
て
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
ね
。

▼
市
民
課　

居
住
地
も
働
く
場
も

ず
っ
と
市
外
と
な
る
と
、
そ
の
年
度

で
退
団
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
市
内
の
中
で

の
融
通
は
十
分
に
対
応
可
能
か
と
思

い
ま
す
。

　

市
も
団
員
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
所
な
ど
に
消
防
活
動
へ
の
参
加

協
力
の
お
願
い
の
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
お
渡
し
し
て
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
野
田　

団
員
確
保
は
、
市
に
言
う

こ
と
で
も
な
い
と
思
う
し
、
自
治
会

市
長
が
動
く
、
ま
ち
が
変
わ
る
、
み
ん
な
で
変
え
る
。
／
第
25
回　

移
動
市
長
室

　

平
成
20
年
10
月
16
日
午
後
1
時
32
分
。
雲
仙
市
役
所
庁
舎
が
揺
れ
ま
し
た
。
地
震
計
は
震
度
2
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
災
害
を
は
じ
め
、
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
雲
仙
市
も
、
本
格
的
な
総
合
訓
練
の
実

施
や
市
民
の
援
護
対
策
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

9
月
29
日
に
瑞
穂
総
合
支
所
で
開
か
れ
た
移
動
市
長
室
。
今
回
は
、
防
災
援
護
の
主
役
で
も
あ
る
7
人
の
市
民
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
は
、一
人
一
人
の
意
識
と
地
域
の
協
力
で（
第
2
回
）

防災マップ
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長
さ
ん
あ
た
り
に
協
力
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
元
に
若
い

人
が
残
れ
ば
、
自
然
と
団
員
も
増
え

て
く
る
と
思
う
。
や
っ
ぱ
り
、
地
域

の
協
力
が
あ
り
な
が
ら
、
各
分
団
で

努
力
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

ま
す
。

▼
竹
田　

地
元
で
一
度
昼
間
に
山
火

事
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
に

出
動
し
た
の
は
、
全
部
消
防
O
B

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
昼
間
は
、
ほ
と

ん
ど
若
い
人
は
い
な
い
か
ら
消
防

O
B
の
人
た
ち
で
で
も
消
火
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▼
市
長　

現
実
的
な
話
で
、
消
防
団

と
消
防
O
B
と
の
合
同
訓
練
と
か

は
今
後
ど
う
な
る
ん
で
す
か
。

▼
市
民
課　

地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
育
成
の
中
で
、
消
防
O
B
と
の

連
携
と
い
う
こ
と
を
、
地
域
へ
働
き

か
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
原
田　

吾
妻
町
の
牛
口
地
区
の
防

火
婦
人
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
昼
間
の
有

事
で
も
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
か

ら
と
い
う
こ
と
で
、
防
火
ク
ラ
ブ
が

で
き
ま
し
た
。
消
火
栓
も
会
員
が
み

ん
な
扱
え
る
よ
う
に
年
に
2
回
講
習

を
受
け
、
自
治
会
総
会
時
に
は
、
心

肺
蘇
生
法
を
し
な
が
ら
A
E
D
を

使
う
講
習
も
消
防
署
か
ら
受
け
て
い

ま
す
。
常
に
、
そ
う
い
う
知
識
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に

手
伝
い
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
市
民
課　

吾
妻
地
区
は
、
地
域
が

一
生
懸
命
で
す
。
夜
間
の
火
災
想
定

訓
練
や
消
火
栓
の
使
い
方
な
ど
、
消

防
署
や
消
防
団
も
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

協
力
者
に
事
故
が
あ
っ
た
と
き
の

補
償
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か

▼
井
上　

災
害
時
で
す
か
ら
万
が
一

の
時
、
消
防
団
員
は
正
規
の
補
償
が

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
消
防
O
B
に

事
故
が
あ
っ
た
と
き
の
補
償
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

そ
れ
と
、
自
治
会
長
の
立
場
で
、

地
域
の
人
に
要
援
護
者
の
協
力
員
に

な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
そ
の
協
力
員
が
支
援
に
行
っ

て
災
害
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
と

き
の
補
償
は
ど
う
な
る
の
か
心
配
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
市
民
課　

や
む
を
得
ず
消
防
活
動

を
し
て
い
る
民
間
人
が
事
故
し
た
場

合
で
も
、
消
防
団
員
と
同
様
の
補
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
消
防

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
井
上　

緊
急
通
報
装
置
の
協
力
員

の
場
合
、
支
援
中
に
事
故
が
あ
っ
た

と
き
に
は
、
ど
う
な
る
の
か
気
に
な

り
ま
す
。
後
日
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
井
上　
「
地
域
さ
さ
え
愛
マ
ッ
プ
」

に
間
違
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

地
元
の
人
は
分
か
る
か
ら
い
い
け
ど
、

消
防
署
と
か
、
よ
そ
の
人
が
見
た
と

き
に
、
間
違
っ
た
ら
困
る
か
ら
直
し

て
下
さ
い
。

▼
福
祉
課　

各
自
治
会
長
さ
ん
に
現

在
、
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の

で
、
修
正
で
き
次
第
、
差
し
替
え
い

た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
は

▼
井
上　

災
害
の
時
に
は
、
電
気
・

水
道
の
確
保
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
電
話
が
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
停
電
し
た
場
合
の
連
絡
網
の
体

制
と
防
災
無
線
の
電
源
は
大
丈
夫
な

ん
で
し
ょ
う
か
。
戸
別
受
信
機
は
、

電
池
が
付
い
て
い
ま
す
か
ら
大
丈
夫

で
す
け
ど
。

▼
市
長　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、

被
災
状
況
や
市
民
へ
の
避
難
誘
導
な

ど
の
放
送
が
一
番
大
事
で
し
ょ
う
。

緊
急
情
報
が
出
せ
る
か
、
情
報
交
換

が
で
き
る
か
そ
の
放
送
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

▼
市
民
課　

防
災
行
政
無
線
の
体
制

は
、
24
時
間
以
上
は
放
送
は
で
き
る

蓄
電
池
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

▼
井
上　

電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
と

き
に
、
市
役
所
と
各
支
所
と
の
連
絡

は
、
内
線
や
防
災
無
線
の
方
法
し
か

な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ど
う
す
る

ん
で
す
か
。

▼
市
民
課　

電
話
が
不
通
の
と
き
は
、

防
災
行
政
無
線
を
電
話
代
わ
り
に
使

う
こ
と
が
可
能
で
す
。
各
支
所
か
ら

吾
妻
の
本
庁
に
は
通
話
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。

▼
井
上　

自
治
会
内
に
あ
る
防
災
無

線
の
電
柱
に
は
、
無
線
設
備
が
付
い

て
い
て
放
送
が
で
き
る
と
い
う
話
を

聞
い
た
の
で
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
教

え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
市
民
課　

放
送
設
備
を
付
け
て
い

る
電
柱
も
一
部
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

電
柱
に
マ
イ
ク
を
入
れ
た
箱
を
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
ク
か
ら
直
接
、

そ
の
電
柱
上
部
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
地

区
内
に
放
送
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

▼
市
長　

水
道
の
停
電
対
策
は
、
台

風
と
か
災
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

事
前
に
発
電
機
を
据
え
て
、
備
え
て

い
ま
す
し
、
本
庁
も
今
、
非
常
用
発

電
機
の
更
新
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
児
玉　

学
校
の
連
絡
網
の
こ
と
で

す
が
、
個
人
情
報
の
関
係
で
ク
ラ
ス

名
簿
の
取
り
扱
い
に
慎
重
に
な
り
す

ぎ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
神
経
質
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
感
じ

ま
す
ね
。

自
主
防
災
活
動
を
し
て
い
ま
す

▼
原
田　

自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た

ち
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
、
活
動
と

し
て
は
、
来
年
の
5
月
ま
で
に
家
庭

用
の
火
災
報
知
器
を
必
ず
付
け
よ
う

と
、
自
治
会
と
消
防
団
と
一
緒
に

な
っ
て
推
進
し
て
、
半
分
以
上
は
付

い
て
い
ま
す
。
消
火
器
や
消
火
栓
と

か
の
訓
練
も
、
防
火
婦
人
ク
ラ
ブ
だ

け
で
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
自

治
会
と
消
防
団
と
一
緒
に
し
て
い
ま

す
。「
向
こ
う
3
軒
両
隣
」、
や
っ
ぱ

り
隣
近
所
、
そ
う
い
う
の
を
密
に
し

て
い
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

▼
事
務
局　

雲
仙
市
も
、
70
歳
以
上

の
人
が
1
万
9
0
0
人
、
率
で

22
％
と
い
う
こ
と
で
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も

地
域
で
の
活
動
は
重
要
で
す
ね
。

▼
清
水　

年
寄
り
ば
か
り
が
だ
ん
だ

ん
増
え
て
く
れ
ば
、
市
の
財
政
も
苦

し
く
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
財
政

に
つ
い
て
も
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

▼
市
長　

三
位
一
体
の
改
革
で
、
交

付
税
も
補
助
金
も
減
ら
さ
れ
、
合
併

し
た
後
の
改
革
で
し
た
か
ら
、
市
の

計
画
も
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
も
若
い
人
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
策
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
、
市
民

の
安
全
保
障
も
必
要
で
す
。
学
校
の

井上　正さん
（国見町自治会長）

児玉　辰信さん
（市PTA連合会）

竹田　正美さん
（瑞穂町民生委員）

清水　利昭さん
（瑞穂町自治会長）
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環境政策課からのお知らせ

奥村市長 原田　サツヨさん
（牛口女性防火クラブ）

野田　仁さん
（消防団吾妻支団）

佐藤　広行さん
（消防団愛野支団）

耐
震
化
工
事
も
24
年
度
ま
で
に
は
全

て
前
倒
し
で
行
い
ま
す
。
し
か
し
な

か
な
か
全
て
に
納
得
の
い
く
よ
う
に

分
配
す
る
と
い
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
農
林
水
産
業
者
へ
の
原
油

高
騰
対
策
は
、
商
業
者
に
と
れ
ば
不

公
平
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
出

ま
し
た
。
こ
れ
は
急
激
に
肥
料
代
や

燃
料
代
が
上
が
っ
て
お
り
、
も
し
廃

業
に
な
ら
れ
る
と
、
地
域
に
い
ろ
い

ろ
と
悪
影
響
が
で
て
き
ま
す
。
不
公

平
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
影
響
度
・
緊
急
度
の
高
い
所
か
ら

対
策
を
打
た
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

申
請
の
基
準
が
難
し
い

▼
事
務
局　

災
害
時
に
支
援
が
必
要

な
人
が
9
月
で
約
3
2
0
人
い
ら

し
て
、
そ
の
う
ち
支
援
体
制
が
整
っ

た
人
が
約
1
6
0
と
い
う
こ
と
で
、

50
％
の
整
備
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
竹
田　

自
治
会
内
を
回
っ
て
感
じ

た
ん
で
す
が
、
70
歳
以
上
が
45
人
く

ら
い
で
、
一
軒
に
一
人
の
割
合
で
お

ら
れ
る
感
じ
で
す
。
年
配
の
人
と
話

を
す
る
と
、
も
の
す
ご
く
不
安
に

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
、「
避

難
の
と
き
に
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
話
を
し
た
ら

「
ぜ
ひ
頼
み
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で

多
く
の
人
が
申
請
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
全
体
の
一
割
が
私
の
自
治
会
と

な
っ
て
い
る
な
ら
、
何
を
基
準
に
し

た
ら
い
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
民
生

委
員
一
人
で
は
、
な
か
な
か
決
め
き

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
自
治
会

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
昼

間
は
ほ
と
ん
ど
若
い
人
は
お
ら
ず
、

残
っ
て
い
る
の
は
年
配
ば
か
り
で
す

か
ら
昼
間
の
災
害
が
心
配
と
い
う
人

も
い
ま
す
。

▼
井
上　

要
す
る
に
、
民
生
委
員
さ

ん
が
、
自
治
会
長
さ
ん
に
名
簿
を

持
っ
て
行
っ
た
ら
、
自
治
会
長
さ
ん

が
協
力
員
を
3
名
見
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
自
治
会
は

50
軒
し
か
な
い
の
に
、
30
人
も
要
支

援
者
が
い
た
ら
協
力
員
を
見
つ
け
よ

う
が
な
い
と
い
う
事
に
も
な
る
ん
で

す
よ
。

▼
福
祉
課　

今
回
は
、
寝
た
き
り
の

人
や
独
居
の
高
齢
者
、
ど
う
し
て
も

第
三
者
の
支
援
が
な
い
と
避
難
で
き

な
い
人
を
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
登
録
を
さ
れ
て
い

る
人
が
多
い
と
い
う
事
で
す
が
、
中

に
は
、
時
間
は
か
か
る
け
ど
自
分
で

避
難
で
き
る
よ
う
な
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
な
感
じ
で
す
が
。

▼
竹
田　

80
歳
以
上
で
も
元
気
な
人
、

60
代
で
も
動
け
な
い
人
は
い
ら
っ

し
ゃ
る
訳
で
す
。
だ
か
ら
ど
ん
な
人

を
申
請
す
れ
ば
い
い
の
か
迷
う
所
な

ん
で
す
。
80
歳
を
越
え
た
人
が
二
人

で
生
活
を
し
て
い
て
で
す
よ
、
ま
あ

畑
く
ら
い
は
い
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、

い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
は
で
き
な
い

よ
う
な
感
じ
で
も
あ
り
ま
す
。

▼
福
祉
課　

や
は
り
、
本
人
さ
ん
が

不
安
に
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、

申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
支
援
班

と
し
て
3
人
見
つ
か
ら
な
い
時
は
、

2
人
で
も
し
ょ
う
が
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
竹
田　

支
援
し
て
も
ら
え
る
と
説

明
し
て
回
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
ま

だ
支
援
の
人
が
見
つ
か
ら
な
い
人
た

ち
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
訳
な
ん

で
す
。

▼
市
長　

民
生
委
員
さ
ん
で
判
断
し

て
下
さ
い
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ

ん
の
で
、
市
で
緊
急
度
の
ラ
ン
ク
や

要
支
援
の
優
先
す
べ
き
項
目
な
ど
の

基
準
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
で
す

ね
。

▼
福
祉
課　

要
援
護
者
の
申
請
に
つ

い
て
は
民
生
委
員
さ
ん
に
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
い
ろ
ん
な
状
況
の
人
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
な
か
な

か
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
民
生

委
員
さ
ん
や
自
治
会
長
さ
ん
と
地
域

の
皆
さ
ん
と
十
分
調
整
を
し
な
が
ら
、

基
準
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
基
準

作
り
に
お
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

防
火
水
槽
や
消
火
栓
は
誰
が
作

る
ん
で
す
か

▼
佐
藤　

愛
野
は
家
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
防
火

水
槽
が
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
宅
地

開
発
の
会
社
に
防
火
水
槽
を
作
ら
せ

る
と
か
、
消
火
栓
は
何
メ
ー
ト
ル
お

き
に
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、

行
政
か
ら
出
せ
な
い
ん
で
す
か
。

▼
市
民
課　

消
防
法
や
都
市
計
画
法

な
ど
の
法
律
が
関
係
し
ま
す
が
、
愛

野
地
区
は
、
ど
ち
ら
の
法
律
の
適
用

も
受
け
ま
せ
ん
。
雲
仙
市
環
境
保
全

条
例
の
中
で
、「
地
域
の
生
活
環
境

を
守
っ
て
開
発
し
な
さ
い
」
と
あ
り

ま
す
が
、
防
火
水
槽
を
整
備
し
な
さ

い
と
い
う
強
制
力
は
な
い
ん
で
す
。

　

住
宅
地
が
形
成
さ
れ
れ
ば
そ
れ
に

応
じ
て
、
消
防
行
政
と
し
て
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
必
要
は

あ
り
ま
す
。

▼
市
長　

つ
ま
り
、
開
発
業
者
に
対

し
て
は
強
制
力
は
な
い
の
で
、
業
者

の
人
は
勝
手
に
開
発
し
て
い
く
け
ど

も
、
少
な
く
と
も
行
政
が
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
防
火
水
利
を

設
置
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
な
ら

ば
、「
整
備
し
ま
す
」
と
返
事
で
き

な
い
ん
で
す
か
。

▼
市
民
課　

財
政
的
に
消
火
栓
な
ら

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

▼
市
長　

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
市
民
課
や
福
祉
課
の
職

員
も
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
限
ら
れ

た
財
源
で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ご

希
望
に
対
し
ま
し
て
完
全
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
や
り
繰
り
し
な
が
ら
、

後
追
い
で
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご

指
摘
や
気
に
な
る
点
は
お
知
ら
せ
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
我
々
は
と
に
か

く
、
雲
仙
市
が
住
み
や
す
く
て
、
安

心
で
き
る
ま
ち
と
し
て
皆
さ
ま
に
何

と
か
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。
今
回
の
課
題
は
持
ち
帰
り

財
源
を
伴
う
も
の
あ
り
ま
す
の
で
、

整
理
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

11
月
9
日
の
防
災
訓
練
を
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ま
に
体
感
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
文
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ご
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野
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禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

環境政策課からのお知らせ環境政策課からのお知らせ ☎38-3111

　最近、家の近くでごみを燃やす人がいるため、臭いがするとの苦情が寄
せられます。
　「野焼き」をすることは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で禁止
されています。簡易焼却炉・ドラム缶・ブロック積みなどで焼却することも「野
焼き」と見なされます。

　また、海岸に打ち上げられた漂着ごみなどの「野焼き」も禁止されていま
す。これまでにも数回消防が出動し、消火活動を行っています。

　周囲の人々に「悪臭がする」・「目にしみる」・「のどが痛い」・「洗濯物が
汚れる」などの被害を及ぼすことがあるだけでなく、火災につながる危険も
ありますので、このような「野焼き」は絶対にやめましょう。

　また「野焼き」はダイオキシン類の発生源となって、環境汚染の原因にも
なります。環境にやさしい住みよい街づくりにご協力をお願いします。

県
条
例
に
基
づ
く
規
制
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　長崎県では今年度から、快適な生活環境の創造と美しいふるさとづくりを目的として、文化遺産の存在する地域
や良好な自然環境を形成している地域を対象に、「長崎県未来につながる環境を守り育てる条例」に基づき、「ご
みの投げ捨て等防止重点地区」、「喫煙禁止地区」および「自動販売機設置届出地区」を指定し、これらの環境
美化に取り組んでいくこととしています。

　10月1日の第1回地区指定では、世界遺産暫定一覧表に記載された「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」およ
び長崎県を代表するその他の文化遺産ならびにその周辺地区の合計22地区が指定されました。

　雲仙市内では国見町の「神代小路文化遺産地区」が、「ごみの投げ捨て等防止重点地区」および「喫煙禁止
地区」に指定されました。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　ごみをみだりに投げ捨てる行為は全県下で禁止されて
いますが、ごみの投げ捨て等防止重点地区でこれに違反
した場合は、平成21年4月1日から罰則（2万円以下の過
料）が適用されます。

《平成21年4月1日以降は罰則が適用されます》

◆ごみの投げ捨て等防止重点地区

　喫煙禁止地区では、公共の場所（屋外に限る。また、公
共の場所の管理者が喫煙場所を指定した場合は該当
喫煙指定場所を除く。）での喫煙喫煙が禁止されます。
これに違反した場合は、平成21年4月1日から罰則（2万円
以下の過料）が適用されます。

◆喫煙禁止地区

黒塗りの部分が、指定された規制地区です。

鶴亀城跡

至　

島
原
市

至　

瑞
穂

神代駅

島原鉄道

有明海

国道251号線
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【観光物産まちづくり推進課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

神代小路地区防火水槽設置工事 国見 135日 土木一式 防火水槽（100t） 1基 指名競争入札 第3四半期

【管財課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

小浜バスターミナル駐車場舗装工事 小浜 60日 舗装 小浜バスターミナル駐車場 
舗装工事789㎡ 指名競争入札 第3四半期

【情報統計課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

雲仙市役所本庁・総合支所間電話統一事業 市内一円 120日 電気通信 電話設置、LAN配線工事等 制限付一般競争入札 第3四半期

【市民課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

千々石町桂ノ迫地区耐震性貯水槽設
置事業 千々石 90日 消防施設 桂ノ迫地区防火水槽（40ｔ）1基 指名競争入札 第3四半期

【農漁村整備課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

雲仙グリーンロード除草工事(南部区間その２) 小浜   
南串山 60日 土木一式 A=21,500㎡ 　 指名競争入札 第3四半期

雲仙グリーンロード除草工事(北部区間その２)
国見 
瑞穂 
吾妻 
愛野

60日 土木一式 A=23,400㎡ 　 指名競争入札 第3四半期

入河内地区水路改修工事 小浜 100日 土木一式 水路L=40m　練石積工 A=180㎡ 指名競争入札 第3四半期
樫木谷工区農道整備工事 南串山 120日 土木一式 道路改良 L=390m  W=3m 指名競争入札 第3四半期
大久保地区適正化事業工事 国見 100日 土木一式 法面保護工 N=1式 指名競争入札 第3四半期

【道路河川課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

国見　楠高本線改良工事 国見 135日 土木一式 L=230m W=5.0m 指名競争入札 第3四半期
国見　寺ノ下線改良工事 国見 100日 土木一式 L=100m 指名競争入札 第3四半期
瑞穂　角江線改良工事 瑞穂 135日 土木一式 L=100m　W=6.5m 指名競争入札 第3四半期
瑞穂　船津線改良工事　　 瑞穂 160日 土木一式 L=50m　W=3m 指名競争入札 第3四半期
千々石　飯岳線工事 千々石 180日 土木一式 L=100m　W=5m 制限付一般競争入札 第3四半期
小浜　新湯小地獄線改良工事 小浜 260日 土木一式 L=1000m　W=5m 制限付一般競争入札 第3四半期
小浜　湯の里線改良工事 小浜 235日 土木一式 L=500m　W=5m 制限付一般競争入札 第3四半期
南串山　射場日原線改良工事 南串山 170日 土木一式 L=100m　W=5m 指名競争入札 第3四半期
南串山　後山尾登線改良工事 南串山 160日 土木一式 L=100m　W=5m 指名競争入札 第3四半期
南串山　椎木川溜水線改良工事 南串山 160日 土木一式 L=100m　W=5m 指名競争入札 第3四半期
南串山　水ﾉ浦小津波見線改良工事 南串山 160日 土木一式  L=60m　W=5～7m 指名競争入札 第3四半期
南串山　第二南串山線改良工事 南串山 170日 土木一式 L=100m　W=5m 指名競争入札 第3四半期
地方改善工事　(川端） 国見 130日 土木一式 国見川端線水路改修工事 指名競争入札 第3四半期
千々石　金屋川改良工事 千々石 120日 土木一式 Ｌ＝120ｍ　　Ｗ＝1.2ｍ 指名競争入札 第3四半期

見通しについて
　平成２０年度において、雲仙市
の発注する予定価格が２５０万円
を超える公共工事（平成２０年１０
月１日現在）の発注見通しについ
て公表します。

　この資料に掲載している工事は、
公表時点において発注が見込まれ
る工事を掲載しておりますが、あくま
で予定であるため、実際に発注する
工事が掲載内容と異なったり、掲載
されていない工事を発注することが
あります。

●問い合わせ／総務部管財課
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【水道課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

国見南部地区簡易水道基幹改良工事 
(20-1工区) 国見 140日 水道施設

配水管布設工　　L= １,916ｍ 
給水管布設工　　33件 
消火栓設置工　　6基

制限付一般競争入札 第3四半期

新規 吾妻布江(下水2工区その２)水道布設替工事 吾妻 170日 水道施設 L=300m 指名競争入札 第3四半期

新規 市道国見川端線排水路改修工事に伴う 
水道布設替工事 国見 120日 水道施設 配水管布設工　L=150m 指名競争入札 第3四半期

【下水道課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

瑞穂地区マンホールポンプ工事 瑞穂 90日 電気 マンホールポンプ　　４機場 制限付一般競争入札 第3四半期
吾妻中阿母５工区下水道工事 吾妻 150日 土木一式 開削工　　　L＝880ｍ 制限付一般競争入札 第3四半期
吾妻中阿母６工区下水道工事 吾妻 120日 土木一式 開削工　　　L＝850ｍ 制限付一般競争入札 第3四半期
吾妻田内川５工区下水道工事　 吾妻 150日 土木一式 開削工　　　L=1,430ｍ 制限付一般競争入札 第3四半期

新規 吾妻田内川６工区下水道工事　 吾妻 120日 土木一式 開削工　　　L=552.6ｍ 制限付一般競争入札 第3四半期
新規 吾妻田内川７工区下水道工事　 吾妻 100日 土木一式 開削工　　　L=59.1ｍ 指名競争入札 第3四半期

吾妻中阿母地区マンホールポンプ工事 吾妻 90日 電気 マンホールポンプ　　４機場 指名競争入札 第3四半期
雲仙市浄化槽設置工事（２０－２） 吾妻・瑞穂 60日 土木・管 瑞穂、吾妻　5人槽　1基　7人槽　3基 指名競争入札 第3四半期
雲仙市浄化槽設置工事（２０－３） 吾妻・瑞穂 60日 土木・管 瑞穂、吾妻　5人槽　1基　7人槽　3基 指名競争入札 第3四半期

雲仙市浄化槽設置工事（２０－４） 吾妻・瑞穂 60日 土木・管 瑞穂、吾妻　 
5人槽　1基　7人槽　2基　10人槽　1基 指名競争入札 第3四半期

雲仙市浄化槽設置工事（２０－５） 吾妻・瑞穂 60日 土木・管 瑞穂、吾妻　7人槽　3基　10人槽　1基 指名競争入札 第3四半期

【商工労政課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

吾妻工業団地防音壁設置工事 吾妻 90日 土木一式 防音壁工事　L=200m　H=6.0m 
擁壁工事　L=200m 制限付一般競争入札 第3四半期

【教委総務課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

川床小学校防水及び外壁改修工事 吾妻 70日 建築一式 校舎防水・外壁改修工事 指名競争入札 第3四半期
北串小学校校舎外壁改修工事 小浜 100日 建築一式 校舎外壁改修工事 制限付一般競争入札 第3四半期
焼却炉清掃解体3基 

（千々石第二小・小浜小・南串第二小） 市内一円 60日 その他 焼却炉清掃解体3基（千々石第二
小・小浜小・南串第二小） 指名競争入札 第3四半期

大正小学校耐震補強工事 瑞穂 150日 建築一式 耐震補強工事 制限付一般競争入札 第3四半期
愛野中学校給水設備改修工事 愛野 70日 管 給水設備改修工事 指名競争入札 第3四半期
国見中学校耐震補強工事 国見 180日 建築一式 耐震補強工事 制限付一般競争入札 第3四半期

【生涯学習課】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

伝統的建造物群保存地区整備事業 国見 180日 建築一式 旧神代中学校跡校舎修理工事 
構造補強、内部修理 指名競争入札 第3四半期

鍋島邸施設整備事業 国見 40日 消防施設 鍋島邸自動火災報知機設置 指名競争入札 第3四半期

【瑞穂総合支所】
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工　事　概　要 入札・契約方法 入札予定時期

瑞穂総合支所受変電設備改修工事 瑞穂 60日 電気 高圧電気設備改修 指名競争入札 第3四半期

平成２０年度　
１０月１日現在�公共工事の発注
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まちの話題
熱い交流　まだまだ続きます

日韓交流おまつり2008 in Seoul
　国見高校の生徒10人が、９月24日から９月29日ま
での５泊６日の日程で、韓国求礼郡を訪問し、求礼高
校と求礼農業高校の生徒達と交流を行いました。
　国見高校生は「国見よかよか・求礼チョワチョワ」の合
同練習のほか、バタークッキーづくり、ホームステイなど
多くの体験を行い、求礼高校・求礼農業高校の生徒と交流
を深めました。
　また、ソウル特別市で行われた「日韓交流おまつり2008 
in Seoul」では「国見よかよか・求礼チョワチョワ」を参
加した高校生全員で踊り、今までで一番の演技を披露する
ことができました。
　最終日には、空港で別れを惜しみ抱き合う風景が見られ、
言葉の壁を越えた素晴らしい交流となりました。

求礼郡とサッカー交流
　雲仙市と姉妹結縁を締結している韓国求礼郡で、公設
運動場の完成を記念して「公設運動場落成記念式典」と
「サッカー親善大会」が９月26日に行われ、雲仙市から
サッカー交流団選手15名が参加しました。
　雲仙市対求礼郡のサッカー対決は、１‒３で求礼郡チ
ームに軍配が上がり、雲仙市には残念な結果となりまし
たが、求礼郡サッカー協会の会長、副会長なども試合に
出場され、互いにより一層友好を深めることができた親
善大会となりました。

９月23日は「くにみの日」
　有明フェリー駐車場をメイン会場に「地域を
愛するまちづくり」をテーマとして「くにみの
日2008」が開かれました。
　メインステージでは、国見中学校吹奏楽部の
演奏でスタート。地元園児による踊りやキャラ
クターショー、フリーマーケットなど、さまざ
まな催しが行われました。隣のみゆき公園では、
移動動物園や魚のつかみ取りも行われ、メイン
ステージに負けない熱気で盛り上がりました。
　夜には恒例の花火大会があり、一日中途切れ
ることなく、多くの観客でにぎわった一日とな
りました。

好評です！
　10月１日に、同企画に申し込みがあった
「経済同友会（吾妻町)」との懇談会が行わ
れました。第２回目となる今回は、雲仙市経
済の活性化として、過疎対策や地産地消など
いろんなテーマで参加者と市長が直接懇談し、
「市長としゃべられて、ほんなこて良かっ
た｡」と好評でした。
　この企画は現在、３カ月待ちの状態です。
　お尋ねは、政策企画課広報班まで。

楽しさ満載
　ながさき音楽祭2008の一環で
「ポエ・ファミリーコンサー
ト」が９月26日、吾妻町ふるさ
と会館で行われました。木管ア
ンサンブル・ポエのメンバーに
よる温まる演奏と、バラエティ
ー豊かなショータイムで市民を
楽しませました。
　最後は会場全体で「上を向い
て歩こう」を合唱し、にぎやか
に締めくくられました。

献血で地域貢献
　雲仙市管工事協会（吉田正英
会長）は、９月16日に雲仙市警
察署と小浜総合支所で行われた
献血に協力しました。同協会は
現在11社で構成されており、年
に２回の浄水場清掃や献血を行
っています。
　吉田会長は「自分たちができ
る地域貢献をこれからも行って
いこうと思っています」と話し
ました。

相手を思いやる心が大事
　小浜中学校１年生の総合学習
が、９月18日に小浜町の惜梅亭
で行われ、｢小浜芸術コース」
を選択した13人が参加し、惜梅
亭の造りを見学し、茶道の心得
や作法、また歴史などについて
学びました。熱心に説明を聞い
ていましたが、うさぎとききょ
う花の形をしたお菓子が出され
ると、あまりのかわいらしさに
笑みがこぼれていました。

みんなですすめる交通安全
　９月５日、交通安全キャンペーン全国キャラバン
隊が来庁し、内閣府特命担当大臣からのメッセージ
を伝達するとともに、市内各所において、交通ルール
の遵守と正しい交通マナーの実践を呼びかけました。
　また、この日は、県と交通安全母の会の主催で高
齢者の交通事故防止を目的とした講習会も行われ、
参加者は交通安全教育車による模擬運転や酒酔い状
態などの体験を通じて、交通安全に対する意識を高
めました。

●広報うんぜん
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まちの話題
熱い交流　まだまだ続きます

日韓交流おまつり2008 in Seoul
　国見高校の生徒10人が、９月24日から９月29日ま
での５泊６日の日程で、韓国求礼郡を訪問し、求礼高
校と求礼農業高校の生徒達と交流を行いました。
　国見高校生は「国見よかよか・求礼チョワチョワ」の合
同練習のほか、バタークッキーづくり、ホームステイなど
多くの体験を行い、求礼高校・求礼農業高校の生徒と交流
を深めました。
　また、ソウル特別市で行われた「日韓交流おまつり2008 
in Seoul」では「国見よかよか・求礼チョワチョワ」を参
加した高校生全員で踊り、今までで一番の演技を披露する
ことができました。
　最終日には、空港で別れを惜しみ抱き合う風景が見られ、
言葉の壁を越えた素晴らしい交流となりました。

求礼郡とサッカー交流
　雲仙市と姉妹結縁を締結している韓国求礼郡で、公設
運動場の完成を記念して「公設運動場落成記念式典」と
「サッカー親善大会」が９月26日に行われ、雲仙市から
サッカー交流団選手15名が参加しました。
　雲仙市対求礼郡のサッカー対決は、１‒３で求礼郡チ
ームに軍配が上がり、雲仙市には残念な結果となりまし
たが、求礼郡サッカー協会の会長、副会長なども試合に
出場され、互いにより一層友好を深めることができた親
善大会となりました。

９月23日は「くにみの日」
　有明フェリー駐車場をメイン会場に「地域を
愛するまちづくり」をテーマとして「くにみの
日2008」が開かれました。
　メインステージでは、国見中学校吹奏楽部の
演奏でスタート。地元園児による踊りやキャラ
クターショー、フリーマーケットなど、さまざ
まな催しが行われました。隣のみゆき公園では、
移動動物園や魚のつかみ取りも行われ、メイン
ステージに負けない熱気で盛り上がりました。
　夜には恒例の花火大会があり、一日中途切れ
ることなく、多くの観客でにぎわった一日とな
りました。

好評です！
　10月１日に、同企画に申し込みがあった
「経済同友会（吾妻町)」との懇談会が行わ
れました。第２回目となる今回は、雲仙市経
済の活性化として、過疎対策や地産地消など
いろんなテーマで参加者と市長が直接懇談し、
「市長としゃべられて、ほんなこて良かっ
た｡」と好評でした。
　この企画は現在、３カ月待ちの状態です。
　お尋ねは、政策企画課広報班まで。

楽しさ満載
　ながさき音楽祭2008の一環で
「ポエ・ファミリーコンサー
ト」が９月26日、吾妻町ふるさ
と会館で行われました。木管ア
ンサンブル・ポエのメンバーに
よる温まる演奏と、バラエティ
ー豊かなショータイムで市民を
楽しませました。
　最後は会場全体で「上を向い
て歩こう」を合唱し、にぎやか
に締めくくられました。

献血で地域貢献
　雲仙市管工事協会（吉田正英
会長）は、９月16日に雲仙市警
察署と小浜総合支所で行われた
献血に協力しました。同協会は
現在11社で構成されており、年
に２回の浄水場清掃や献血を行
っています。
　吉田会長は「自分たちができ
る地域貢献をこれからも行って
いこうと思っています」と話し
ました。

相手を思いやる心が大事
　小浜中学校１年生の総合学習
が、９月18日に小浜町の惜梅亭
で行われ、｢小浜芸術コース」
を選択した13人が参加し、惜梅
亭の造りを見学し、茶道の心得
や作法、また歴史などについて
学びました。熱心に説明を聞い
ていましたが、うさぎとききょ
う花の形をしたお菓子が出され
ると、あまりのかわいらしさに
笑みがこぼれていました。

みんなですすめる交通安全
　９月５日、交通安全キャンペーン全国キャラバン
隊が来庁し、内閣府特命担当大臣からのメッセージ
を伝達するとともに、市内各所において、交通ルール
の遵守と正しい交通マナーの実践を呼びかけました。
　また、この日は、県と交通安全母の会の主催で高
齢者の交通事故防止を目的とした講習会も行われ、
参加者は交通安全教育車による模擬運転や酒酔い状
態などの体験を通じて、交通安全に対する意識を高
めました。
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女性も男性も、自分の意思で社会に
参画し、男性・女性の「らしさ」を認め
合いながら、支え合い、喜びも責任も
分かち合う…
そんな幸せを感じられる社会を目指し
ます。

問 雲仙市男女共同参画センター（政策企画課内）　☎38-3111

◎ＤＶチェックシートをつけてみましょう

1 相手の機嫌を損ねては大変なので、要求を受け入れてしまう。

2 相手は、あなたを傷つけるような言動をとった後、し
ばらくとてもやさしくなったり、気をつかっている。

3 相手は、カッとなったら物にあたったり、あなたに手を上げる。

4 相手は、あなたが他の用事で会えないと、自分を最優先にしなかったと言って怒る。

5 相手は、しょっちゅう携帯に電話してきたり、どこで誰と会っていたかをチェックする。

6 相手は、あなたの携帯をチェックして、異性の名前を消せと命令したり、勝手に消去してしまう。

7 けんかしたとき、相手は「お前が怒らせるようなことをした」と言って、あなたを責める。

8 相手は、あなたの気がすすまないときに、セックスを強要してきたことがある。

9 子どもの頃、虐待されたり、虐待を目撃したことがある。

10 自分は、相手に「何をするか」「誰と話すか」「どこへ行くか」などについて指示する権利がある。

11 自分は、相手が誰とどんな話をしているのかとても気になる。

12
自分は、相手が自分の気に入らないことをし
たときに、目の前で物を壊したり、相手に手
を上げたことがある。

13 自分は、相手に向かって「俺（私）とあいつのどっちが大事なのか？」という言い方をする。

14 自分が相手に手を上げるのは、相手が怒りを誘発するからだと思う。

15 相手がしたくなくても、自分が好きならセックスに応じてくれるのが当たり前だと思う。

16 自分は、相手が自分の意見に従わないと、イライラしたり、激しく怒ったりする。
●1～9にチェックが多かった人

…ＤＶの被害者になっている可能性が高いです。
●9～16にチェックが多かった人

…ＤＶの加害者になっている可能性が高いです。
　以上の項目がすべてＤＶとは限りませんが、「危険信
号」と捉えることができます。もし、該当するようであ
れば、二人の関係を見直してみてはいかがでしょうか。
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総合計画における数値目標の進捗状況（第３回）

27 ●広報うんぜん
平成20年11月



健 康 が い ち11月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
「ミルク２じゃがだご汁」力

材料（４人分） 作り方

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会愛野支部

じゃがいも…………… 150g
スキムミルク……………40g
片栗粉………………大さじ4
ごぼう……………………50g
にんじん…………………50g
かぼちゃ…………………50g
鶏肉………………………80g
ちくわ…………………1/2本
うす揚げ…………………1枚
小ねぎ……………………30g
油……………………小さじ1
牛乳…………………2カップ
だし汁………………2カップ
みそ…………………大さじ2

じゃがいもを茹でて、熱いうちにつぶす。
①にスキムミルクと片栗粉を入れ、一口大の
団子を作る。
ごぼうをささがき、にんじんをいちょう切り、
かぼちゃをさいの目切りにする。ちくわとう
す揚げを千切りにし、鶏肉は一口大に切る。
③を油で炒め、だし汁を加えたものに②の団
子を加えて煮る。
具に火が通ったら牛乳を加え、みそで味付け
し、最後に小口切りの小ねぎを散らして完成。

だご汁をアレンジした一品で、カルシウムたっぷり。これからの季節にぜひ。
2006年牛乳・乳製品利用料理コンクールで入選しました。

①
②

③

④

⑤

子育てひろば

【日にち・会場】 上記の「赤ちゃん健康相談」の時に、隣の部屋で開きます。
【時　間】 午前１０時～午後３時（自由に来て、帰ることができます）
【対象者】 プレママパパ、乳幼児を持つ親・家族、地域の人
【登録料】 初回３００円（２回目以降無料）…保険代

　手づくり布おもちゃや木のおもちゃ、
絵本などが待っています。ぜひ、お弁当
持参で来てね♪

※この事業は雲仙市市民提案事業の採択事業です。

問 やまぼうしの会 ～わらべを囲む人の輪～
 ☎090-9609-8422（代表：桑田）

ぽっかぽか

　不妊は、経験者にしか分からない心身ともにつらいもの。そのつらさは目には見えないもので、理解され
にくく、他人には相談しにくいもの…　そんな雰囲気が、まだ社会にはあるように思われます。
　今回、「ＡＲＴ岡本ウーマンズクリニック」の院長である岡本純英先生を迎え、講演会を行います。また、講
演会終了後に、不妊に悩む人の集いを開きます。同じ悩みを持つ人どうしで話すことで、少しでも楽になる
ように願っています。話すのが苦手な人は、聞いているだけでも大丈夫です。秘密は守られますので、気軽
にご参加ください。

〈１人分の栄養価〉
　エネルギー：263kcal　たんぱく質：9.9g
　カルシウム：256㎎　　塩　　　分：0.4g

不妊に関する「講演会」と「集い」のご案内

～講演会～ ～集い～
○日　時　11月22日（土）　
　　　　　午後１時30分～３時30分
○場　所　県南保健所　２階　会議室
○対　象　妊娠を望む人・家族、市関係者、産婦人科　
　　　　医院、不妊に関心のある人
○内　容
　講演「赤ちゃんを望まれる方に」
　　　　～子どもができないかもと思ったときの
　　　　　　　　　　　　　　　ステップについて～
　講師　
　　医療法人　ＡＲＴ岡本ウーマンズクリニック院長
　　　　　　日本生殖医療指導医　岡本　純英　先生

○日　時　11月22日（土）　
　　　　　午後３時40分～５時
○場　所　県南保健所　２階　会議室
○対　象　不妊で悩んでいる人（夫婦での参加も可）
　　　　　※治療により妊娠した人、すでに子どもが
　　　　　　いる人は、申し訳ありませんが、今回は
　　　　　　ご遠慮ください
○内　容
　「不妊の悩みおしゃべり会」・リラックスタイム
　　医療法人
　　　ＡＲＴ岡本ウーマンズクリニック看護師長
　　　　　　　　　不妊相談士　山口　ますみ　先生

●広報うんぜん
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健 康 が い ち11月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
「ミルク２じゃがだご汁」力

材料（４人分） 作り方

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会愛野支部

じゃがいも…………… 150g
スキムミルク……………40g
片栗粉………………大さじ4
ごぼう……………………50g
にんじん…………………50g
かぼちゃ…………………50g
鶏肉………………………80g
ちくわ…………………1/2本
うす揚げ…………………1枚
小ねぎ……………………30g
油……………………小さじ1
牛乳…………………2カップ
だし汁………………2カップ
みそ…………………大さじ2

じゃがいもを茹でて、熱いうちにつぶす。
①にスキムミルクと片栗粉を入れ、一口大の
団子を作る。
ごぼうをささがき、にんじんをいちょう切り、
かぼちゃをさいの目切りにする。ちくわとう
す揚げを千切りにし、鶏肉は一口大に切る。
③を油で炒め、だし汁を加えたものに②の団
子を加えて煮る。
具に火が通ったら牛乳を加え、みそで味付け
し、最後に小口切りの小ねぎを散らして完成。

だご汁をアレンジした一品で、カルシウムたっぷり。これからの季節にぜひ。
2006年牛乳・乳製品利用料理コンクールで入選しました。

①
②

③

④

⑤

子育てひろば

【日にち・会場】 上記の「赤ちゃん健康相談」の時に、隣の部屋で開きます。
【時　間】 午前１０時～午後３時（自由に来て、帰ることができます）
【対象者】 プレママパパ、乳幼児を持つ親・家族、地域の人
【登録料】 初回３００円（２回目以降無料）…保険代

　手づくり布おもちゃや木のおもちゃ、
絵本などが待っています。ぜひ、お弁当
持参で来てね♪

※この事業は雲仙市市民提案事業の採択事業です。

問 やまぼうしの会 ～わらべを囲む人の輪～
 ☎090-9609-8422（代表：桑田）

ぽっかぽか

　不妊は、経験者にしか分からない心身ともにつらいもの。そのつらさは目には見えないもので、理解され
にくく、他人には相談しにくいもの…　そんな雰囲気が、まだ社会にはあるように思われます。
　今回、「ＡＲＴ岡本ウーマンズクリニック」の院長である岡本純英先生を迎え、講演会を行います。また、講
演会終了後に、不妊に悩む人の集いを開きます。同じ悩みを持つ人どうしで話すことで、少しでも楽になる
ように願っています。話すのが苦手な人は、聞いているだけでも大丈夫です。秘密は守られますので、気軽
にご参加ください。

〈１人分の栄養価〉
　エネルギー：263kcal　たんぱく質：9.9g
　カルシウム：256㎎　　塩　　　分：0.4g

不妊に関する「講演会」と「集い」のご案内

～講演会～ ～集い～
○日　時　11月22日（土）　
　　　　　午後１時30分～３時30分
○場　所　県南保健所　２階　会議室
○対　象　妊娠を望む人・家族、市関係者、産婦人科　
　　　　医院、不妊に関心のある人
○内　容
　講演「赤ちゃんを望まれる方に」
　　　　～子どもができないかもと思ったときの
　　　　　　　　　　　　　　　ステップについて～
　講師　
　　医療法人　ＡＲＴ岡本ウーマンズクリニック院長
　　　　　　日本生殖医療指導医　岡本　純英　先生

○日　時　11月22日（土）　
　　　　　午後３時40分～５時
○場　所　県南保健所　２階　会議室
○対　象　不妊で悩んでいる人（夫婦での参加も可）
　　　　　※治療により妊娠した人、すでに子どもが
　　　　　　いる人は、申し訳ありませんが、今回は
　　　　　　ご遠慮ください
○内　容
　「不妊の悩みおしゃべり会」・リラックスタイム
　　医療法人
　　　ＡＲＴ岡本ウーマンズクリニック看護師長
　　　　　　　　　不妊相談士　山口　ますみ　先生

乳幼児予防接種
事業名 対象者 実施日 受付時間 会　　場

BCG 生後３カ月～６カ月未満
１１日（火） １３：３０～１３：５０ 瑞穂町公民館
２０日（木） １３：３０～１３：５０ 小浜老人福祉センター
２７日（木） １３：３０～１３：５０ 愛野保健福祉センター

ポリオ 生後３カ月～９０カ月未満
２１日（金） １３：３０～１３：５０ 吾妻保健センター
２６日（水） １３：３０～１３：５０ 南串山保健福祉センター

☆生後３カ月を過ぎたら、ＢＣＧから接種しましょう。	 	 	

母子保健事業
事業名 地　区 対象者 日付 受付時間 会　　場

赤ちゃん
健康相談

瑞 穂・吾 妻
(午前）１歳未満（H１９年１１月～Ｈ２０年６月生）

 ５日（水）
9：30～10：30

瑞穂町公民館
(午後）Ｈ２０年７月生 13：30～13：45

国 見
(午前）１歳未満（H１９年１１月～Ｈ２０年６月生）

６日（木）
9：30～10：30

国見農村環境改善センター
(午後）Ｈ２０年７月生 13：30～13：45

愛野・千々石
(午前）１歳未満（H１９年１１月～Ｈ２０年６月生）

１２日（水）
9：30～10：30

千々石保健センター
(午後）Ｈ２０年７月生 13：30～13：45

小浜・南串山
(午前）１歳未満（H１９年１１月～Ｈ２０年６月生）

１３日（木）
9：30～10：30

南串山保健福祉センター
(午後）Ｈ２０年７月生 13：30～13：45

瑞 穂・吾 妻
(午前）１歳未満（H１９年１２月～Ｈ２０年７月生） 12月2日

（火）
9：30～10：30

吾妻保健センター
(午後）Ｈ２０年８月生 13：30～13：45

愛野・千々石
(午前）１歳未満（H１９年１２月～Ｈ２０年７月生） 12月3日

（水）
9：30～10：30

愛野保健福祉センター
(午後）Ｈ２０年８月生 13：30～13：45

国 見
(午前）１歳未満（H１９年１２月～Ｈ２０年７月生） 12月4日

（木）
9：30～10：30

国見農村環境改善センター
(午後）Ｈ２０年８月生 13：30～13：45

１歳６カ月児
健康診査

国　　　見 Ｈ１９年２月～Ｈ１９年４月生 １４日（金） 13：00～13：15 国見農村環境改善センター
愛野・千々石 Ｈ１９年２月～Ｈ１９年３月生 １９日（水） 13：00～13：15 千々石保健センター

２歳児親子
歯科健康診査

小浜・南串山 Ｈ１８年３月～Ｈ１８年４月生 １１日（火） 13：00～13：15 南串山保健福祉センター
国　　　見 Ｈ１８年２月～Ｈ１８年４月生 ２６日（水） 13：00～13：15 国見農村環境改善センター

３歳児
健康診査

瑞 穂・吾 妻 Ｈ１７年４月～Ｈ１７年５月生 １８日（火） 13：00～13：15 吾妻保健センター
小浜・南串山 Ｈ１７年４月～Ｈ１７年５月生 ２８日（金） 13：00～13：15 小浜老人福祉センター

☆赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。
☆赤ちゃん健康相談（午後）、１歳６カ月児健康診査、２歳児親子歯科健康診査、３歳児健康診査の対象者には
　健康づくり課から通知します。	 	 	 	 	

献血
あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。
あなたも愛の献血に、ぜひご協力ください。

日付 時　間 場　所

１３日（木）
  9:00～11：00 JA島原雲仙本店
12：30～16：00 国見町文化会館

２７日（木）
  9:30～11：00 満明寺駐車場

（小浜町）12：00～15：30

29 ●広報うんぜん
平成20年11月



嘱託職員看護師募集

健康づくり課

雇用期間　
１２月１日～平成２１年３月３１日
勤務日　月曜日～金曜日
（祝日および年末年始の休日を除く）
勤務時間
午前８時３０分～午後５時１５分
� （１日８時間）
応募資格　看護師の免許を有する６５
歳未満（平成２０年４月１日現在）で、
勤務可能な人
募集人員　１人
業務内容　予防接種や乳児健診などの
業務および健康づくりに関する事務
報酬　月額１44，０００円（勤務手当有）
社会保険等　
健康保険、厚生年金、雇用保険
採用方法　面接
申込期間　１１月４日（火）～１４日（金）
� （郵送の場合は必着）
※面接日、場所などは後日通知します。
申込方法　健康づくり課、人事課、各
総合支所市民生活課に備え付けの「嘱
託職員申込書」に写真を貼り、必要事
項を自筆で記入の上、免許の写しを添
えて健康づくり課、人事課、または各総
合支所市民生活課に提出してください。
問　健康づくり課　健康推進班
� （☎38-3111）

国民年金について

保険年金課

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書について　
　平成２０年中に納付した国民年金保
険料の納付額の証明のため、１１月上
旬から国民年金保険料の控除証明書を
送付します。送付先は本人あてです。
　年末調整、確定申告の際に社会保険
料控除の適用を受ける場合には、納付
したことを証明する書類を申告書に添
付する必要がありますので、この控除
証明書を活用してください。
問　控除証明専用ダイヤル
� 　（☎0570-070-117）

年金コンクール作品展
　２１世紀の高齢化社会を担い、将来
の公的年金を支えることとなる中学生
および高校生による「年金」をテーマ
に作成したポスター・作文コンクール
が行われました。入賞した作品は県美
術館で開かれる作品展で見ることがで
きます。ぜひご覧ください。
日時　１１月１１日（火）～１６日（日）
　　　午前１０時～午後８時
場所　長崎県美術館　県民ギャラリー
入場料　無料
問　長崎保険事務局　運営課
� 　（☎095-832-6252）

子育てサポートセンターからのお知らせ

福祉課

協力会員募集中！
　現在、子育て援助活動を実施してい
ますが、協力会員（子育てのお手伝いを
したい人）が少ない状況です。興味のあ
る人はセンターまでご連絡ください。

子育てお宝用品を紹介してください
　子どもが小さい間の、ちょっとしか
使わない「モノ」がありませんか。そんな
家庭で行き場を失くした「お宝」を、必要
としている人に譲ってもらえませんか。
　子育てサポートセンターでは、その
仲介役を行っています。心当たりのあ
る人は、センターまでご連絡ください。

子育てサロン「ひだまり」
　５歳までの乳幼児とその保護者や妊
婦さんなどが自由に集えて遊ぶことが
できる“憩いの場所”を開設しています。
　センターのアドバイザーが駐在し、
子育てに関する簡単なアドバイスや相
談も行います。気軽にお越しください。
【１１月の開設予定】
日時　６日（木）、１９日（水）
　　　午前１０時～午後３時
場所　愛野保健福祉センター　２階
問　子育てサポートセンター
� （☎36-3306）

　島原半島で多くのロケが行われ、１１月１日（土）から全国で公開される
映画「まぼろしの邪馬台国」の特別上映会が行われます。前売り券の販売
は雲仙市観光協議会事務局（観光物産まちづくり推進課内）で行っています。

問 雲仙市観光協議会事務局（☎38-3226）

の特別上映会を行います

◆料金

◆上映日程
上映日 会　　場

１１月　２日（日）
３日（月・祝） 島原文化会館

１１月　８日（土） 有明総合文化会館（グリーンウェーブ）
１１月　９日（日） ありえコレジヨホール
１１月１５日（土） ハマユリックスホール（南串山町）
１１月１６日（日） 吾妻町ふるさと会館
◆上映時間　１１：００～、１４：３０～、１８：３０～の３回上映されます。

 前売り券(11/14まで) 当日券

一般 大人 １，３００円 １，８００円
大学・高校生 １，５００円

小・中学生  １，０００円
シニア（60歳以上） １，０００円 １，０００円

●広報うんぜん
平成20年11月30



パソコン農業簿記体験ソフト貸出

農林水産課

パソコンで農業簿記をしてみませんか？
　雲仙担い手育成総合支援協議会で
は、将来の担い手となる農業者を育成
する事業の一環で、会計・経理・確定
申告作業の支援策として、書籍「はじ
めてのパソコン農業簿記（ソリマチ体
験版ＣＤ付）」「農業簿記マニュアル」
「よくわかる農家の青色申告」をセッ
トで貸し出しています。
　農業の経理をパソコンで管理してみ
たいとお考えの人は、ぜひお試しくだ
さい。
借受期間　約１カ月間
借受方法　農林水産課窓口または各総
合支所産業建設課窓口で申し込み、受
け渡しします。なお、数には限りがあ
りますので、事前にご連絡ください
問　農林水産課　農業班
� 　（☎38-3111）

ファサードコンテスト審査結果

観光物産まちづくり推進課

第１回雲仙温泉まちなみファサードコ
ンテスト審査会結果をお知らせします
雲仙温泉のまちなみ景観と周辺の自然
景観との調和を目的として、古湯地区
の建物を対象としたファサード（建物
の正面）コンテストを行っています。
　地区内８棟について、ファサードデ
ザインを全国から広く募集したとこ
ろ、４２作品の応募があり、ランドス
ケープ・アーティストの石原和幸氏の
ほか、専門家などで行われる審査会で、
次のかたがたのデザインが選ばれまし
た。
　今後、審査により選定されたデザイ
ンをもとに、今年度末までにファサー
ドを改装し、市民や観光客による審査
で賞を決定します。
Ａ邸  清島　久美さん　 長崎市
Ｂ邸  池田　智恵美さん 雲仙市
Ｃ邸  岡　有信さん 福岡市
Ｄ邸  本澤　崇さん　 大村市
Ｅ邸  池田　秀則さん 雲仙市
Ｆ邸  岡　有信さん　 福岡市
Ｇ邸  岡　有信さん　 福岡市
Ｈ邸  本澤　崇さん　 大村市

問　観光物産まちづくり推進課
� 　（☎38-3111）

井戸水を飲用している皆さまへ

環境政策課

井戸水の衛生管理が必要です
　最近、有害物質などによる地下水の
汚染や水道法などの規制対象とならな
い水道の不適切な管理の事例が見られ
ます。
　井戸水の衛生管理のため、次の点に
ご注意ください。

◎年１回は水質検査を受けましょう　
検査項目　（１０項目）
一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素および
亜硝酸態窒素、塩化物イオン、有機物
（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）、ＰＨ値、
味、臭い、色度、濁度
検査費用　約８，０００円

◎井戸の周りを点検しましょう
　井戸の周りを清潔に保ち、人畜が入
らないように柵などで囲うとともに、
汚染源に対する防護措置（ふたなどで
覆う）を行ってください。

◎消毒してから飲みましょう
　なるべく生水は飲まず、煮沸し、塩
素などによる殺菌消毒をして飲んでく
ださい。

◎おかしいと思ったら、すぐに保健所
などへ連絡を
　日ごろから井戸水の濁りや臭い、味
や色の確認を行ってください。
　いつもと違っていたり、異常を感じ
たりしたら、直ちに使用をやめて、問
い合わせ先にご連絡ください。
問　・県南保健所　衛生環境課
� （☎0957-62-3287）
　　・環境政策課　環境班
� （☎38-3111）

人 事 異 動
人事異動について次のとおり
お知らせします。（　　）内は
前任です。

平成２０年９月３０日付
退職　田浦　　仁
� （建設整備部水道課参事）

芸術の秋です

第２回雲仙市民音楽祭

　音楽愛好家の人々が、心を込め
てお贈りする「音楽の祭典」です。

出演者
⃝琴奏会（大正琴）［国見・瑞穂・愛野］
⃝瑞穂民謡愛好会（民謡）［瑞穂］
⃝浜藤会（三味線）［小浜］
⃝羽衣会（文化箏）［国見・瑞穂・愛野］
⃝ギターどん弾こ会（ギター）［南串山］
⃝吉田　智子（ピアノ）［千々石］
⃝高原　佐喜子（声楽）［吾妻］
⃝アップル会（小唄）［国見］
⃝ハーモニーあづま（コーラス）［吾妻］
⃝わらべの会（童謡）
� ［千々石・愛野・吾妻・国見］
⃝スペシャルコーラス（コーラス）
� ［南串山］
⃝畑中　紗知子（独唱）［愛野］
⃝マリンハーモニー小浜（コーラス）
� ［小浜］
日　時　１１月２９日（土）
　　　　開場　午後１時
　　　　開演　午後１時３０分
会　場　吾妻町ふるさと会館
入場料　無料（要入場整理券）
入場整理券配布場所　生涯学習
課、各生涯学習課駐在、国見町文
化会館、ハマユリックスホール

第３回雲仙市美術展覧会
作品募集

部門　日本画・洋画・彫刻・
　　　工芸・書・写真・デザイン
申込期間　
１２月１日（月）～１２日（金）
申込先　教育委員会生涯学習課も
しくは各生涯学習課駐在
作品搬入場所　吾妻町ふるさと会館
作品搬入期日　
平成２１年２月４日（水）
午後１時～５時３０分
展示会場　吾妻町ふるさと会館
会期　平成２１年２月６日（金）
� ～９日（月）
　　　午前１０時～午後６時

問教育委員会生涯学習課(☎37-3113）

市からのお知らせINFORMATION
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と
家
族
の
会
」

出
張
学
習
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
人

が
、介
護
の
悩
み
を
相
談
し
あ
っ
た
り
、

気
分
転
換
を
し
た
り
す
る
場
と
し
て
家

族
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
で
活
動
し
て
い
る
小
浜
町
の

「
湯
の
花
会
」、
千
々
石
町
の
「
か
お
り

会
」
が
合
同
で
出
張
学
習
会
を
行
な
い

ま
す
。
介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
人
だ

け
な
く
、
一
般
の
人
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

12
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
12
時
30
分

場
所　

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館

内
容　

認
知
症
の
受
け
止
め
方
、
支
え

　
　
　

方
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師　

国
立
病
院
機
構　

長
崎
病
院

�

院
長　

森　

俊
介
先
生

問　

健
康
づ
く
り
課（
☎
38
︲３
１
１
１
）

百
周
年
記
念
第
30
回
長
崎
矯
正
展

「
長
崎
刑
務
所
百
年
の
歴
史
と
伝
統
！
」

　

長
崎
刑
務
所
の
紹
介
お
よ
び
社
会
復

帰
を
目
指
す
被
収
容
者
の
日
々
の
生
活

を
ビ
デ
オ
・
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
性
格
診
断
や
受
刑
者
が
職

業
訓
練
な
ど
で
制
作
し
た
製
品
の
展
示

販
売
を
行
い
ま
す
。

　

11
月
29
日
に
は
施
設
見
学
も
行
い
ま

す
。

日
時　

・
11
月
29
日
（
土
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

・
11
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

長
崎
刑
務
所
構
内

問　

長
崎
刑
務
所　

企
画
部
門
作
業

☎
０
９
５
７
（
24
）
２
６
６
０

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
説
明
会

　

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
説
明
会
資
料
や
年
末
調
整
関
係
書
類

は
事
前
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
説
明
会

当
日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

島
原
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

　
　

源
泉
所
得
税
担
当

☎
０
９
５
７
（
６２
）
３
８
１
８

自
死
遺
族
相
談
の
案
内

　

大
切
な
人
を
自
死
（
自
殺
）
で
亡
く

さ
れ
た
か
た
へ
…
「
悩
み
を
聴
い
て
ほ

し
い
」「
支
援
機
関
や
利
用
で
き
る
制

度
を
知
り
た
い
」
…
そ
ん
な
時
、
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
相
談
は
予

約
制
で
す
。

相
談
日　
毎
月
第
２・
４
水
曜
日　

午
後

場
所　

長
崎
子
ど
も
・
女
性
・

�

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

�

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

長
崎
子
ど
も
・

女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
（
８
４
６
）
５
１
１
５

旧
軍
人・軍
属
お
よ
び
遺
族
の
皆

さ
ま
へ
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
旧
軍
人
や
軍
属
、
準
軍
属

お
よ
び
遺
族
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
恩

給
・
年
金
お
よ
び
戦
没
者
の
妻
・
父
母

に
対
す
る
特
別
給
付
金
な
ど
の
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
11
時
～
午
後
４
時

場
所　

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

県
原
爆
被
爆
者
援
護
課

☎
０
９
５
（
８
２
４
）
１
１
１
１

長
崎
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

～
必
ず
チ
ェッ
ク　

最
低
賃
金
！

�

使
用
者
も　

労
働
者
も
～

　

10
月
30
日
か
ら
長
崎
県
の
最
低
賃
金

は
６
２
８
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
県

内
の
す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

問　

長
崎
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
５
（
８
０
１
）
０
０
３
３

日程 時間 会場 対象地域

11月18日
（火）

午前９時30分
� ～11時30分

国見町文化会館
（まほろば）

雲仙市（国見町、
瑞穂町、吾妻町、
愛野町のみ）

午後２時
� ～４時　

島原復興アリーナ
（サブアリーナ） 島原市

11月19日
（水）

午前９時30分
� ～11時30分

ありえコレジヨ
ホール 南島原市

午後２時
� ～４時　

ハマユリックス
ホール

雲仙市（千々石町、
小浜町、南串山町
のみ）

　問　長崎県畜産試験場　☎0957（68）1135

 

 
【日時】　１１月８日（土）　午前１０時～午後３時
【場所】　長崎県畜産試験場（島原市有明町）
【内容】　・試験研究紹介　　・乳しぼり体験
　　　　・子牛、子豚とのふれあい・ヒヨコ牧場
　　　　・お絵かきコーナー　　
　　　　・トラクターの体験乗車
　　　　・畜産物の試食コーナー（牛乳、豚汁など）
　　　　・畜産物の販売コーナー
　　　　　（牛肉、アイスクリーム、卵など）

畜産試験
場を一般公開します

情　報
Information

問い合わせはこちらまで

雲仙市役所
国見総合支所

瑞穂総合支所

愛野総合支所

千々石総合支所

小浜総合支所

南串山総合支所

雲 仙 出 張 所

教 育 委員会
国 見 駐 在

瑞 穂 駐 在

吾 妻 駐 在

愛 野 駐 在

小 浜 駐 在

南 串 山 駐 在

福 祉事務所

☎0957（38）3111
☎0957（78）2111

☎0957（77）2111

☎0957（36）2111

☎0957（37）2001

☎0957（74）2111

☎0957（88）3111

☎0957（73）3445

☎0957（37）3113
☎0957（78）1100

☎0957（77）2125

☎0957（38）3108

☎0957（36）0616

☎0957（74）2111

☎0957（88）3114

☎0957（36）2500
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行
方
不
明
者
捜
索
強
化
月
間

　

県
警
で
は
、
11
月
中
を
「
行
方
不
明

者
捜
索
強
化
月
間
」
と
し
て
、
家
出
を

し
た
ま
ま
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
人

や
事
故
な
ど
で
不
幸
に
し
て
亡
く
な

り
、
身
元
が
わ
か
ら
な
い
人
の
家
族
を

探
す
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
人
に
心
当
た
り
の
あ
る

人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
思
い
悩
ん
で
家
出
し
た
人

○
病
気
を
苦
に
し
て
家
出
し
た
人

○
長
い
間
便
り
が
な
い
人

○
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
お
そ
れ

　

の
あ
る
人

○
事
故
に
あ
っ
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

問　

雲
仙
警
察
署　

鑑
識
係
・
生
活
安

全
係

☎
０
９
５
７
（
75
）
０
１
１
０

10
月
か
ら
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

利
用
の
範
囲
を
縮
小
し
ま
し
た

　

利
用
者
の
世
帯
の
年
間
収
入（
所
得
）

上
限
額
を
引
き
下
げ
、
利
用
の
範
囲
を

次
の
よ
う
に
縮
小
し
ま
し
た
。

◆
利
用
条
件

　

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

海
外
の
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
・
在

学
す
る
保
護
者
で
、
世
帯
の
年
間
収
入

（
所
得
）
が
次
の
金
額
以
内
の
人

【
平
成
20
年
９
月
ま
で
】

・
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の

年
間
収
入
が
９
９
０
万
円
以
内

・
事
業
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の

年
間
所
得
が
７
７
０
万
円
以
内

⬇

【
10
月
改
定
】

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
０
０
８
６
５
６
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
設
現
場
で
働
く
人
々
の
た
め
に
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
で
手

続
き
が
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
で
す
が
、
法
人

は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し

て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
で

す
。

○
退
職
金
は
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
合

算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
建
設
業
界
を
引
退
し
た
ら
、
忘
れ
ず

に
退
職
金
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

h
ttp
://w

w
w
.k
e
n
ta
ik
y
o
.

ta
isy
o
k
u
k
in
.g
o
.jp
/

問　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
５
４
０
０
）
４
３
１
６

「
中
退
共
」
で
退
職
金
準
備

　

中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金
共
済
）

制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の

た
め
の
外
部
積
立
型
の
退
職
金
制
度
で

す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

○
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

○
管
理
が
簡
単
で
す
。

○
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
中
退
共
に

移
行
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

h
ttp

:/
/
c
h
u
ta
ik
y
o
.

ta
isy
o
k
u
k
in
.g
o
.jp
/

問　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
３
４
３
６
）
０
１
５
１

平
成
21
年
度
自
治
医
科
大
学
入

学
者
募
集

　

県
で
は
、
離
島
・
へ
き
地
の
医
師
確

保
対
策
と
し
て
、
自
治
医
科
大
学
で
医

師
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
学
試
験
要
項
の
請
求
先

長
崎
県
医
療
政
策
課

　

〒
８
５
０
︲
８
５
７
０

　

長
崎
市
江
戸
町
２
番
13
号

入
学
試
験
要
項
の
料
金　

１
部　

５
６
０
円

（
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
、１
０
７
０
円
）

問　

長
崎
県
医
療
政
策
課

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
６
１

柔
剣
道
有
段
者
の
刑
務
官（
警
備

隊
要
員
）採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

応
募
資
格　

・
採
用
時
に
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
人

・
応
募
時
に
次
の
区
分
に
よ
る
柔
道
ま

た
は
剣
道
の
段
位
を
有
す
る
人

　

ア　

採
用
時
の
年
齢
が
22
歳
未
満
で

　

２
段
以
上

　

イ　

採
用
時
の
年
齢
が
22
歳
以
上
で

　

３
段
以
上

・
現
に
柔
道
ま
た
は
剣
道
を
修
行
し
て

い
る
人

試
験
日　

第
１
次
試
験　

11
月
30
日
（
日
）

第
２
次
試
験　

11
月
30
日
（
日
）
お
よ

　
　
　
　
　
　

び
12
月
18
日
（
木
）

試
験
会
場　

福
岡
矯
正
管
区

受
付
期
限　

11
月
14
日
（
金
）
ま
で

問　

福
岡
矯
正
管
区
職
員
課

☎
０
９
２
（
６
６
１
）
１
２
６
０

平
成
21
年
度
佐
世
保
工
業
高
等

専
門
学
校
学
生
募
集

出
願
資
格　

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
平
成
21
年

３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

②
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
修
了

し
た
人
（
平
成
21
年
３
月
修
了
見
込

み
の
人
を
含
む
）

③
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
95
条
）

試
験
日　

平
成
21
年
２
月
22
日
（
日
）

願
書
受
付　

平
成
21
年
１
月
29
日（
木
）

～
２
月
６
日
（
金
）　

※
必
着

問　

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校　

�

学
生
課
入
試
係

☎
０
９
５
６
（
３４
）
８
４
２
８

子ども
の人数

給与所得者
（事業所得者）

１人 ７９０万円
（５９０万円）

２人 ８９０万円
（６８０万円）

３人 ９９０万円
（７７０万円）

寄付のお礼

ご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

雲仙市奨学資金貸付基金へ
　○宮﨑 純平 様（千々石町）
　　ご尊父 林田照道様ご逝去に伴う香典返しに代えて
　○野口 充徳 様（長崎市）
　　ご尊父 野口増夫様ご逝去に伴う香典返しに代えて

　自家用車などを運転する時に、直前横断による踏切事故
が多発しており、死亡事故も発生しました。
　皆さん、次のことを守って、列車事故防止に努めましょう。

！　踏切では必ず一旦停止し、安全確認を行う。
！　線路内には立ち入らない。また、線路の近くでは遊ばない。
！　線路へ置石をするような、列車妨害をしない。

列車事故STOP
!
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受付時間：午後１時～２時３０分
健（検）診の種類 実施日 会　　　場

特定健診  健康診査  若年者健診

生活機能評価  　　　　　　　　　　　　　
＋

結核・肺がん検診  大腸がん検診  　

前立腺がん検診  肝炎ウィルス検査

	 １１月	 ７日（金） 　　瑞穂町公民館

	 １１月	 ２８日(金） 　　国見農村環境改善センター

【対象者】	特定健診（40～74歳までの雲仙市国保加入者）/健康診査（今年度中に75歳に達する人で、受診日までに誕生日を迎
えない人・後期高齢者医療加入者・40歳以上の生活保護費受給者）/若年者健診（20～39歳の人で健診の機会がない
人）/生活機能評価（要支援・要介護認定者を除く満65歳以上の人）/結核・肺がん検診（40歳以上）/大腸がん検診
（20歳以上）/前立腺がん検診（40歳以上）/肝炎ウイルス検査（過去に検査を受けいていない40歳以上）

◆健 診 日　　平成２１年１月１８日（日）
◆場　　所　　愛野保健福祉センター（愛野Ａコープビッグキッチン前）
◆対 象 者　　昭和６３年４月２日～平成元年４月１日に生まれた人で、雲仙市に住所がある人
　　　　　　　（ただし、すでに市の若年者健診を受診した人は対象外です）
◆検査内容　　・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・診察など
　　　　　　　・骨の健康度チェック（希望者のみ）・アルコールパッチテスト（希望者のみ）など
◆健診料金　　無料（約７千円相当をお祝いとして市が負担します）
◆受診方法　　電話で事前に申し込みしてください（１１月中旬頃に対象者へ通知を出します）

問 健康づくり課 健康推進班（☎38-3111）

はたちの健診を実施しますはたちの健診を実施します
二十歳になったこの機会に、自分の身体の健康チェックをしてみませんか？
同級生と誘い合わせて一緒に健診を受けましょう。

　～二十歳になったあなたへ　雲仙市からの贈りもの～

受付時間：午前８時３０分～９時、午後１時～１時３０分
健（検）診の種類 実施日 会　　　場

子宮がん検診 （20歳以上の女性）

乳がん検診 （40歳以上女性）

骨粗しょう症検診
（40・45・50・55・60・65・70歳の女性）

	 １１月	 ２５日（火）
　　瑞穂町公民館	 １１月	 ２６日（水）

	 １２月	 １日（月） 　　南本町公民館（小浜町）

	 １２月	 ２日（火）
午前 　　やまびこ会館（小浜町）
午後 　　南本町公民館（小浜町）

	 １２月	 ３日（水）
　　南本町公民館（小浜町）	 １２月	 ４日（木）

	 １２月	 ８日（月）
　　国見農村環境改善センター	 １２月	 ９日（火）

	 １２月	 １０日（水）

11 月 集 健団 診 　詳しくは、
６月中旬に配布した
「健診に関するお知らせ」や
「広報うんぜん７月号」を
ご覧ください。

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会

「親子ホットライン」
いじめの問題や不登校、そのほか子どもの教育
におけるいろいろな悩み相談にも対応します

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

虐待されていたり、虐待されていると疑われる
子どもを発見したらお電話ください

その他、子育てについての悩みでも結構です

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
な や み 言 お う

※PHS、IP電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）

教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会
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日 電話番号 所在地

11月2日

3日

9日

16日

23日

24日

30日

12月7日

徳永歯科医院
よしだ歯科クリニック
小嶺歯科医院
小嶺歯科医院（有家町）
みやざき歯科
前川歯科医院（西有家町）
末吉歯科
佐藤歯科医院
松本歯科医院
高橋歯科医院
森元歯科クリニック
入江歯科医院
松井歯科医院
川島歯科医院
清水歯科医院
菅歯科医院

78-3105
82-2251
78-2366
82-3535
62-7300
82-2255
68-0150
82-0293
68-3872
82-8852
68-0017
82-1717
68-0011
84-2061
63-4848
85-2045

国見町
南島原市
国見町
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市
島原市
南島原市

■人　口：49,784人（前月比－24人）
　　　　　  男性：23,631人／女性：26,153人
■世帯数：16,460世帯（前月比－6）
　※平成20年９月末現在（住民基本台帳）

ひとのうごき（雲仙市の人口）

■月：
■火：
■水：
■木：
■金：
■土・日：

尊厳死とは
膝の痛みと関節注射
インフルエンザの時期を迎えるにあたって
たかが鼻水、されど鼻水
高齢者と睡眠薬
　　前立腺炎

　９月から市内全域で移動図書が始まりました。２台
の移動図書車で、主に小学校や保育園などを巡回して
います。
　今回、国見町から愛野町までを巡回していた車が新
しくなりました。新しい車は絵本でおなじみの「こぐ
まちゃん」（こぐま社）が目印です。
　この移動図書では、子どもたちだけでなく、一般の
皆さんも借りることができますので、ぜひご利用くだ
さい。
　詳しくは、雲仙市図書館（☎0957-78-3977）か
生涯学習課の各駐在、千々石町公民館までお問い合わ
せください。

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

電話 095(826)5511

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます

　診療時間　午前9時～午後5時

■国民健康保険税（5期）
　　　　　　 １2月１日（月）が納期限です
　あなたの税で あかるい ゆたかな 街づくり

今月の税

休日在宅当番医

移動図書車が新しくなりました

歯 科 医 院 名

日 医　療　機　関 電話番号 所在地

11月2日

3日

9日

16日

23日

24日

30日

12月7日

愛野記念病院
菅医院
梅津医院
公立新小浜病院
本田医院
菅耳鼻咽喉科
佐藤医院
馬場医院
太田整形外科
ひらゆ医院
松本内科医院
副島内科クリニック
前田内科胃腸科医院
くさの循環器内科
よこた医院
松島外科

36-0015
74-2457
78-5156
74-2211
78-2768
88-3131
78-5555
73-3666
78-5413
74-5833
65-3333
74-3700
77-3089
37-6050
77-2000
74-4388

愛野町
小浜町
国見町
小浜町
国見町
南串山町
国見町
小浜町
国見町
小浜町
国見町
小浜町
瑞穂町
千々石町
瑞穂町
小浜町

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

【歯科】診療時間　午前9時～正午

募集 嘱託職員（一般事務）
応募資格　市内に住所を有する人で、
　　　　　平成 20 年４月１日現在 65 歳未満の人
申込期間　11 月４日（火）～ 20 日（木）※必着
選　　考　面接（詳細については申込者へ別途通知）
申込方法　人事課および各総合支所市民生活課に備え付けの「嘱託

職員申込書」に写真を貼り、必要事項を自筆で記入の上、
人事課または各総合支所へ提出してください。 

■問い合わせ　瑞穂総合支所市民生活課（☎77-2111）

雇用期間　平成 21 年１月５日～３月 31 日
募集人員　１人 
勤 務 先　瑞穂総合支所　市民生活課
勤務日および勤務時間　○月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　　　　　○午前８時 30 分～午後５時 15 分（８時間勤務）
業務内容　瑞穂総合支所における一般事務
報　　酬　月額　124,300 円（通勤手当有）
社会保険等　健康保険、厚生年金、雇用保険
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遺
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古
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縄
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さ
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な
り
大
規
模
で
あ
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知
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者
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皆
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大
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し
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様
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で
し
た
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を

　

雲
仙
市
内
で
は
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れ
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で
に
、

伊
古
遺
跡
以
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も
貴
重
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遺
跡

が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
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よ
う
な
説
明
会
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行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
古
代
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ロ
マ
ン
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求
め
て
、
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ご
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だ
さ
い
。
ま
た
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穂
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民
館
２
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資
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し
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ま

す
。

■
問

国
見
神
代
小
路
歴
史
文
化
公
園

歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

☎
（
78
）
２
３
３
４

古
代
の
ロ
マ
ン
を
求
め
て
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父
、
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は
、

瑞
穂
町
西
郷
伊
古
の
出
身
。

脩
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は
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ま
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来
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、
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し
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し
か
し
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、
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の
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当
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「
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賞
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時
、
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て
、
ノ
ー
ベ
ル
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と
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思
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こ
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」
と
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、
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